




１
月

１

真
言
宗
大
覚
寺
派
青
年
教
師
会
　
会
長

坂
口
　
慈
孝

本
書
は
、
去
る
平
成
二
十
年
成
成
の
年
に
大
本
山
大
覚

寺
で
奉
修
さ
れ
ま
し
た
、
六
十
年
に

一
度

の

「勅
封
般
若

心
経
成
成
開
封
法
会
」
に
お
け
る
中
日
法
会

「舞
楽
附
大

曼
荼
羅
供
」
を
青
年
教
師
会

で
勤
め
さ
せ
て
頂
い
た
軌
跡

を
記
し
た
も
の
で
す
。

青
年
教
師
会
と
い
た
し
ま
し
て
、
お
役
を
全
う
す
る
ベ

く
数
年
に
亘
り
講
習
会
等
を
開
催
し
準
備
を
し
て
ま
い
り

ま
し
た
。
平
成
二
十
年
十

一
月
七
日
、
黒
沢
全
紹
前
門
跡

貌
下
が
大
阿
を
お
勤
め
に
な
ら
れ
、
全
国
か
ら
青
年
教
師

会

の
会
員
四
十
三
名
が
集
ま
り
、
諸
役
に
分
か
れ

一
丸
と

な

っ
て
法
会
を
勤
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
そ
の

一
事
は
、

今
思
い
返
し
て
み
て
も
感
慨
無
量
で
あ
り
ま
す
。
ご
関
係

の
皆
様
方
、
青
年
教
師
会
の
皆
様
方
の
ご
理
解
と
ご
協
力

の
賜
物
で
あ
る
と
、
衷
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
平
成
二
十
年
は
、
青
年
教
師
会
の
結
成
二
十
周

年
で
も
あ
り
ま
し
た
。
歴
代
会
長
を
は
じ
め
と
し
て
役
員
、

会
員

一
同
が
心
を
ひ
と

つ
に
し
て
歩
み
、
三
十
年
と
い
う

年
月
を
継

い
で
こ
ら
れ
た
そ
の
歴
史
と
業
績
に
は
改
め
て

深
甚
の
敬
意
を
表
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

元
号
が
令
和
と
な
り
新
し
い
時
代
が
始
ま
り
ま
し
た
が
、

青
年
教
師
会
は
こ
れ
か
ら
も
連
綿
と
続
き
継
い
で
い
か
れ

る
も
の
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。
今
後
「舞
楽
附
大
曼
荼
羅
供
」

を
勤
め
ら
れ
る
折
に
、
ま
た
六
十
年
後

「勅
封
般
若
心
経

成
成
開
封
法
会
」
が
修
さ
れ
る
と
き
、
本
書
が
時
の
青
年

教
師
会

の
皆
様
の

一
助
と
な
れ
ば
と
願

っ
て
お
り
ま
す
。

今
後
と
も
当
会

へ
の
様
々
な
方
面
か
ら
の
ご
指
導

・
ご
鞭

撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。末
筆
な
が
ら
、
刊
行
に
際
し
尾
池
泰
道
門
跡
貌
下
、
黒

沢
全
紹
前
門
跡
狽
下
、
伊
勢
俊
雄
宗
務
総
長
よ
り
祝
辞
を

頂
戴
し
ま
し
た
こ
と
に
深
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

Ａ口
　
　
着手



麒
頗
短
翻
劇
眩
顧
邊
緻
瑕
ま
順
駆
Ｊ
ｕ
抒
膨
組
馘
ζ
蘇
垣
よ
覇

刊
行
に
際
し
て

サ
ー
ガ
ラ
叢
書
発
刊
に
際
し
て

サ
ー
ガ
ラ
叢
書
発
刊
を
お
祝
い
し
て

サ
ー
ガ
ラ
叢
書

ｏ
特
別
号
の
発
刊
に
寄
せ
て

大
曼
荼
羅
供
に
つ
い
て

大
曼
荼
羅
供
の
威
儀
師
を
勤
め
て

法
会
職
衆
、
諸
配
役

尾
池
泰
道
貌
下

黒
沢
全
紹
貌
下

坂
口
慈
孝

伊
勢
俊
雄

伴
　
泰
暁

黒
沢
全
匡
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成
成
法
会
委
員
会
発
足
か
ら
習
礼
ま
で
の
日
程

準
備
か
ら
当
日
の
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル

真
言
宗
大
覚
寺
派
青
年
教
師
会
成
成
法
会
委
員
名
簿

舞
楽
附
大
曼
荼
羅
供
資
料

舞
楽
附
大
曼
荼
羅
供
写
真

あ
と
が
き

衣
巻
聡
明



成
成
開
封
法
会

・
中
日
法
会
　
舞
楽
附
大
曼
荼
羅
供
に
つ
い
て
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大
本
山
大
覚
寺
　
門
跡

真
言
宗
大
覚
寺
派
管
長

尾
池
　
泰
道

サ
ー
ガ
ラ
叢
書
二
十
号

ｏ
真
言
宗
大
覚
寺
派
青
年
教
師
会
結

成
二
十
周
年
記
念
特
別
号
発
刊
に
際
し
、　
一
言
お
祝
い
を
申
し

上
げ
ま
す
。

平
素
は
、
本
山
行
事

へ
の
出
仕
を
は
じ
め
、
多
岐
に
亘
り
ご

理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
度
の
サ
ー
ガ
ラ
叢
書
発
刊
に
際
し
て
は
、
貴
会
結

成
二
十
周
年
も
同
時
に
迎
え
る
と
の
こ
と
、
重
ね
て
お
祝
い
を

申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で
の
ご
功
績
に
敬
意
を
表
し

ま
す
。
さ
て
、
去
る
平
成
二
十
成
成
歳
は
、
嵯
峨
天
皇
農
翰
勅
封
般

若
心
経

「成
成
開
封
法
会
」
並
び
に
い
け
ば
な
嵯
峨
御
流
創
流

一
二
〇
〇
年
と
い
う
誠
に
あ
り
が
た
い
勝
縁
の
年
で
あ
り
ま
し

た
。
ニ
カ
月
間
と
い
う
長
き
に
亘

っ
て
の
行
事
と
な
り
、
そ
の

中
日
法
会
に
は
真
言
宗
の
中
で
も
大
法
と
な
る
「大
曼
荼
羅
供
」

を
貴
会
が
中
心
と
な
っ
て
執
行
い
た
だ
き
ま
し
た
。
正
に
六
十

年
に

一
度
巡
り
来
る
成
成
開
封
法
会
の
中
日
法
会
と
し
て
、
ま

た
貴
会
結
成
二
十
周
年
記
念
を
飾
る
に
相
応
し
い
、
誠
に
荘
重

か
つ
厳
粛
な
る
法
会
で
あ
り
ま
し
た
。

今
般
発
刊
さ
れ
ま
し
た
サ
ー
ガ
ラ
叢
書
は
、
そ
の
曼
荼
羅
供

の
集
大
成
と
し
て
、
格
別
な
も
の
で
は
な
い
か
と
拝
察
い
た
し

ま
す
。
曼
荼
羅
が
示
す

「相
互
供
養
」
の
教
え
を
基
に
、
こ
れ

か
ら
も
青
年
教
師
会
の
皆
様
が
益
々
ご
活
躍
な
さ
れ
ま
す
こ
と

を
切
に
お
祈
り
し
、
意
を
尽
く
し
ま
せ
ん
が
、
発
刊
に
際
し
ま

し
て
の
お
祝
い
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

合
　
掌



前
大
本
山
大
覚
寺
　
門
跡

前
真
言
宗
大
覚
寺
派
管
長

黒
沢
　
全
紹

今
般
、
サ
ー
ガ
ラ
叢
書
発
刊
並
び
に
真
言
宗
大
覚
寺
派
青
年

教
師
会
三
十
周
年
記
念
に
際
し
、
心
よ
り
お
慶
び
を
申
し
上
げ

る
次
第
で
ご
ざ

い
ま
す
。

さ
て
、
去
る
平
成
二
十
年
十

一
月
七
日
、
成
成
開
封
法
会
期

間
中
の
中
日
法
会
と
し
て
、
大
覚
寺
派
青
年
教
師
会
出
仕
に
よ

る

「舞
楽
附
大
曼
荼
羅
供
」
が
奉
修
さ
れ
ま
し
た
。
小
袖
も
大

阿
と
し
て
出
仕
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
、
非
常
に
身

の

引
き
締
ま
る
思

い
出
深
い
法
会

の

一
つ
で
し
た
。

「大
曼
荼
羅
供
」
と
は
両
部
曼
荼
羅
の
諸
尊
を
供
養
す
る
真

言
宗
の
中
で
も
大
切
な
儀
式
で
あ
り
、
そ
の
功
徳
は
広
大
で
あ

り
ま
す
。
大
覚
寺

で
の
奉
修
は
久
し
く
な
か

っ
た
こ
と
か
ら
、

こ
の
度
の
記
念

の
年
に
お
勤
め
が
で
き
ま
し
た
こ
と
は
大
変
あ

り
が
た
い
も
の
で
し
た
。

青
年
教
師
会

の
諸
師
に
於
か
れ
ま
し
て
は
、
数
年
前
よ
り
準

備
、
講
習
会
等
を
開
催
し
研
鑽
を
深
め
、
準
備
万
端
に
て
当
日

を
迎
え
ら
れ
、
如
法
に
し
て
威
儀
厳
重
な
る
法
会
を
見
事
に
つ

と
め
ら
れ
、
そ
の
中
心
に
座
す
感
激
を
味
わ
い
つ
つ
、
お
蔭
様

で
無
事
に
成
満
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
心
よ
り
感
謝
申
し

上
げ
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
、
大
曼
荼
羅
供
奉
修
後
は

記
念
祝
賀
会
も
併
催
し
、
盛
会
に
行
な
わ
れ
ま
し
た
こ
と
重
ね

て
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
三
十
年
と
い
う
長
き
に
亘
っ
て
青
年

教
師
会
を
支
え
て
こ
ら
れ
た
方
々
に
敬
意
を
表
し
つ
つ
、
今
後

益
々
の
隆
盛
を
願
い
、
祝
辞
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
深
　
謝



真
言
宗
大
覚
寺
派
宗
務
総
長

大

本

山
大
覚
寺

執

行
長

伊
勢
　
俊
雄

当
派
青
年
教
師
会
に
於
か
れ
ま
し
て
は
、
平
素
よ
り
宗
団
並

び
に
本
山
護
持
発
展
の
た
め
に
何
か
と
ご
尽
力
を
賜
り
、
心
よ

り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
度
は
、
サ
ー
ガ
ラ

叢
書
二
十
号

・
当
派
青
年
教
師
会
結
成
二
十
周
年
記
念
特
別
号

の
発
刊
に
当
た
り
、　
三
言
お
祝
い
の
言
葉
を
述
べ
た
い
と
存
じ

ま
す
。
今
回
の
主
題
は
、
当
山
が
平
成
二
十
年
に
迎
え
ま
し
た

「成

成
開
封
法
会

・
中
日
法
会

。
舞
楽
附
大
曼
荼
羅
供
」
に
つ
い
て

で
ご
ざ
い
ま
す
。
思
い
返
し
て
み
ま
す
と
、
青
年
教
師
会
の
皆

様
の
ご
協
力
は
こ
の
法
会
だ
け
で
な
く
、
啓
蒙
活
動
と
し
て
行

わ
れ
た
い
け
ば
な
嵯
峨
御
流
各
司
所
開
催
の

「荘
厳
華

へ
の
い

ざ
な
い
」
並
び
に
末
寺
檀
信
徒
へ
の

「秘
鍵
大
師
ご
巡
錫
」
を

は
じ
め
、
ご
開
封
期
間
中
の
各
種
法
会
の
出
仕
な
ど
数
え
切
れ

ず
、
こ
の
度
の
成
成
開
封
法
会
無
魔
成
満
は
、
青
年
教
師
会
の

皆
様
の
ご
尽
力
な
く
し
て
は
成
し
遂
げ
る
こ
と
は
で
き
な
い
も

の
で
あ
り
ま
し
た
。
そ
し
て
何
よ
り
、
青
年
教
師
の
皆
様
の
そ

の
み
な
ぎ
る
熱
意
に
深
く
感
動
し
、
頼
も
し
い
限
り
で
あ
り
ま

し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

当
山
の
大
き
な
歴
史
は

一
つ
の
節
目
を
越
え
、
我
が
国
の
改

元
と
共
に
新
た
な
歴
史
へ
と
歩
み
始
め
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も

青
年
教
師
会
の
皆
様
に
は
、
嵯
峨
天
皇
の
大
御
心
、
お
大
師
様

の
御
教
え
を
基
と
し
て
、
地
域
社
会
へ
の
貢
献
、
教
化
活
動
に

精
進
し
、
祈
り
を
捧
げ
て
い
た
だ
き
た
く
存
じ
ま
す
。

最
後
に
、
当
派
青
年
教
師
会
諸
師
の
益
々
の
ご
健
勝
と
ご
発

展
を
重
ね
て
祈
念
申
し
上
げ
、
発
刊
に
寄
せ
て
の
言
葉
と
い
た

し
ま
す
。

合

掌



真
言
宗
大
覚
寺
派
青
年
教
師
会

成
成
法
会
委
員
会
　
委
員
長
　
伴
　
　
泰
暁

大
飢
饉
が
起
こ
り
、
疫
病
が
蔓
延
し
、
多
く
の
民
が
苦
し
ん

で
い
る
姿
に
御
心
を
痛
め
ら
れ
た
嵯
峨
天
皇
さ
ま
が
、
弘
法
大

師
さ
ま
の
お
勧
め
に
よ
り

一
字
三
礼
の
誠
を
尽
く
し
て
般
若
心

経
を
浄
書
さ
れ
て
よ
り
千
三
百
年
。

大
覚
寺
に
伝
承
さ
れ
て
き
た

「勅
封
心
経
成
成
開
封
法
会
」

の
中
日
法
会
は
舞
楽
附
大
曼
荼
羅
供
が
執
行
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
二
十
八
年
春
、
青
年
教
師
会
は
こ
の
法
会
へ
の
出
仕
を

ご
本
山
よ
り
お
声
が
け
い
た
だ
き
、
青
年
教
師
会
成
成
法
会
実

行
委
員
会
を
発
足
い
た
し
ま
し
た
。

大
覚
寺
で
大
曼
荼
羅
供
が
執
行
さ
れ
る
の
は
実
に
六
十
年
ぶ

り
と
い
う
こ
と
で
、
青
年
教
師
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
手
探

り
の
中
で
の
出
発
と
な
り
ま
し
た
が
、
ま
ず
は
、
講
習
会
を
開

催
し
、大
曼
荼
羅
供
に
つ
い
て
研
鑽
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

講
師
を
関
東
教
区

・
補
陀
洛
寺
住
職

・
黒
沢
全
匡
僧
正
に
お

願
い
し
、
五
会
に
わ
た
り
ご
講
義
い
た
だ
き
ま
し
た
。
講
義
の

中
で
は
、
大
曼
荼
羅
供
の
意
義
や
意
得
を
は
じ
め
、
供
物
な
ど

の
荘
厳
に
つ
い
て
、
声
明
や
作
法
な
ど
事
細
か
く
ご
教
授
い
た

だ
き
ま
し
た
。

平
成
二
十
年
初
夏
に
は
習
礼
が
始
ま
り
ま
し
た
。
フ」
の
夏
は
、

暑
い
日
が
続
き
、大
き
な
台
風
も
幾
度
と
な
く
来
襲
し
ま
し
た
。

そ
の
中
に
お
い
て
、
委
員
各
位
が
力
を
合
わ
せ
、
準
備
を
進
め

て
ま
い
り
ま
し
た
。

十

一
月
七
日
、
水
の
よ
う
に
澄
み
切

っ
た
秋
空
の
下
、
黒
沢

全
紹
門
跡
祝
下
を
御
導
師
に
青
年
教
師
会
が
職
衆
、
承
仕
を
勤

め

「舞
楽
附
大
曼
荼
羅
供
」
は
厳
修
さ
れ
ま
し
た
。

今
、
思
い
返
し
て
も
胡
蝶
之
夢
の
如
き
荘
厳
な
法
会
で
ご
ざ

い
ま
し
た
。
こ
の
法
会
が
無
魔
成
満
で
き
ま
し
た
の
は
、
黒
沢

門
跡
貌
下
の
お
導
き
を
は
じ
め
、
大
覚
寺
派
諸
大
徳
の
皆
様
の

深
い
ご
理
解
と
温
か
い
ご
支
援
の
賜
物
で
ご
ざ
い
ま
す
。
委
員

会
を
代
表
し
衷
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
委
員
会
運
営
を
お
支
え
い
た
だ
き
ま
し
た
青
年
教
師

会
会
員
各
位
に
も
重
ね
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
願
わ
く
は
、

六
十
年
後
の

「勅
封
心
経
成
成
開
封
法
会
」
に
お
い
て
、
青
年

教
師
会
の
方
々
が
ご
活
躍
い
た
だ
け
る
こ
と
を
切
望
い
た
し
ま

す
。
末
筆
に
な
り
ま
し
た
が
、青
年
教
師
会
の
益
々
の
繁
栄
と
、

会
員
各
位
の
ご
健
勝
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。



舞
楽
附
大
曼
荼
羅
供
　
威
儀
師

黒
沢
　
全
匡

大
覚
寺
で
の
曼
荼
羅
供
は
前
回
の
成
成
法
会
、
昭
和
三
十
三

年
以
来
の
も
の
と
な
り
ま
す
。
折
し
も
勅
封
の
般
若
心
経
が
浄

写
さ
れ
て
千
二
百
年
、
青
年
教
師
会
に
お
か
れ
ま
し
て
は
結
成

二
十
周
年
の
記
念
の
年
に
、
皆
様
が
こ
の
法
会
を
勤
め
ら
れ
る

こ
と
は
誠
に
勝
縁
な
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
私
事
に
も
威

儀
師
を
勤
め
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
は
、
全
く
も
っ
て
奇
縁
を

感
じ
ず
に
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

十
年
ほ
ど
前
の
平
成
十
九
年
、
中
興
後
宇
多
法
皇
の
入
山
記

念
法
会
の
際
に
も
今
回
と
同
じ
く
、
結
成
二
十
周
年
を
迎
え
る

中
で
ご
本
山
よ
り
中
日
法
会
で
の
理
趣
三
昧
の
依
頼
が
あ
り
、

十
数
年
振
り
の
庭
儀
に
講
習
会
、
習
礼
を
重
ね
て
勤
め
た
の
が
、

つ
い
こ
の
間
の
よ
う
に
思
え
ま
す
。
そ
の
際
に
ま
と
め
た
次
第

や
資
料
が
今
回
の
法
会
に
引
き
継
が
れ
、
縁
あ
っ
て
威
儀
師
に

至

っ
た
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
今
般
の
法
会
は
大
曼
荼
羅
供
、
法
会
の
規
模

も
作
法
の
複
雑
さ
も
格
段
に
上
で
す
。過
去
の
資
料
も
散
逸
し
、

手
探
り
の
中
で
今
に
残
る
大
覚
寺
や
広
沢
流
の
作
法
に
則
り
、

根
本
か
ら
形
作

っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。
正
直
、
多
く

の
困
難
や
不
安
も
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
を
支
え
て
鼓
舞
し
て

く
れ
た
の
が
青
年
教
師
会
諸
師
の
若
い
力
で
あ
り
、
源
る
熱
意

が
法
会
の
成
功
に
繋
が
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

で
き
る
限
り
の
こ
と
は

一
緒
に
勉
強
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
が
、
こ
の
成
功
で
満
足
せ
ず
、
更
に
素
晴
ら
し
い
法
会
を
目

指
し
て
研
鑽
し
、
大
覚
寺
の
大
曼
荼
羅
供
を
作
り
上
げ
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
皆
様
の
今
後
に
期
待
し
、
こ
の
法
会

に
携
わ
れ
た
こ
と
に
感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。



大

阿

闇

梨

啓

白

文

誦

経

導

師

持

金

剛

衆

承 従 威 雅
楽

儀 儀 0

舞
仕 師 師 楽

大
本
山
大
覚
寺
門
跡

黒
沢
全
紹

大
僧
正
狙
下

伊
勢
俊
雄
執
行
長

草
津
栄
晋
執
行

坂
口
慈
孝
、
服
部
教
弘
、
稲
井
隆
生
、

松
本
龍
希
、
羽
原
清
祇
、
亀
田
清
隆
、

市
橋
和
幸
、
塚
本
雅
道
、
野
村
昭
雄
、

石
本
憲
正
、
那
須
寛
永
、
渡
辺
亮
回
、

荒
木
宣
雄
、
竹
原
智
乗

潮
　
崇
弘
、
衣
巻
聡
明
、
吉
武
真
仰
、

喜
多
村
龍
秀
、
三
好
温
人
、
荒
木
靖
雄

楠
野
吉
弥
、
楠
野
彰
真
、
今
井
大
智
、

三
矢
涼
平
、
片
山
泰
幸
、
藤
本
明
大
、

釈
　
弘
紀
、
泉
　
良
顕

平
安
雅
楽
会

黒
沢
全
匡

田
口
浩
之
、
片
山
尊
之

伴
　
泰
暁
、
亀
田
隆
成
、
黒
川
浄
慧
、

村
上
慧
仙
、
熊
本
龍
佑
、
尾
池
泰
輝
、

藤
本
浩
春

塚
本
智
道
、
幡
山
真
大
、
平
井
亮
至
、

折
野
弘
龍

戸
村
健
明
、
原
　
詳
然
、
田
中
秀
征
、

角
田
仁
海

村
上
全
弘
、
村
上
貴
徳

徳
毛
宜
顕
、
藤
井
宏
文

（教
学
係
長
）

（教
学
課
員
）

（伝
灯
学
院
生
）

随 十

弟

行 子

10



・
平
成
二
十
八
年
八
月

真
言
宗
大
覚
寺
派
青
年
教
師
会
成
成
法
会
委
員
会
発
足

・
平
成
二
十
九
年
二
月
十
三
日

（月
）

真
言
宗
大
覚
寺
派
青
年
教
師
会
成
成
法
会
委
員
会
第

一
回
代
表

委
員
会
に
て
成
成
法
会
委
員
会
の
役
員
に
つ
い
て
、
青
年
教
師

会
役
員
に
よ
る
兼
任
が
決
定

諸
役
は
以
下
の
通
り

委
員
長

一
伴
　
泰
暁

副
委
員
長

¨
片
山
尊
之

・
亀
田
隆
成

開
白
法
会
担
当
責
任
者

一
衣
巻
聡
明

中
日
法
会
担
当
責
任
者

一
田
口
浩
之

結
願
法
会
担
当
責
任
者

一
服
部
教
弘

会
　
計

一
荒
木
靖
雄

事
務
局

一
竹
原
智
乗

・
徳
毛
宜
顕

・
平
成
二
十
九
年
五
月
二
十
四
日

（水
）

午
後

一
時
～
午
後
五
時

平
成
二
十
九
年
度
春
期
講
習
会

「大
曼
荼
羅
供
の
作
法
と
解
説
　
第

一
会
」

講
師

一
黒
沢
全
匡
僧
正
　
場
所

¨
高
野
山
福
山
別
院

。
平
成
二
十
九
年
十
月
十
八
日

（水
）

午
前
十
時
～
午
後
四
時

平
成
二
十
九
年
度
秋
期
講
習
会

「大
曼
荼
羅
供
の
作
法
と
解
説
　
第
二
会
」

講
師

¨
黒
沢
全
匡
僧
正

場
所

¨
リ
フ
ァ
レ
ン
ス
は
か
た
近
代
ビ
ル
貸
会
議
室

・
平
成
二
十
年
二
月
十
四
日

（水
）

午
前
十
時
～
午
後
四
時

平
成
二
十
九
年
度
特
別
講
習
会

「大
曼
荼
羅
供
の
作
法
と
解
説
　
第
二
会
」

講
師

¨
黒
沢
全
匡
僧
正
　
場
所

一
メ
ル
パ
ル
ク
京
都

。
平
成
二
十
年
五
月
二
十
四
日

（木
）

午
後

一
時
～
午
後
四
時

平
成
二
十
年
度
春
期
講
習
会

「大
曼
荼
羅
供
の
作
法
と
解
説
　
第
四
会
」

講
師

¨
黒
沢
全
匡
僧
正
　
場
所

¨
大
本
山
大
覚
寺

。
平
成
二
十
年
七
月
十
八
日

（水
）

午
前
十
時
～
午
後
四
時

平
成
二
十
年
度
特
別
講
習
会

「大
曼
荼
羅
供
の
作
法
と
解
説
　
第
五
会
」

講
師

¨
黒
沢
全
匡
僧
正
　
場
所

¨
大
本
山
大
覚
寺

。
平
成
二
十
年
九
月
十
九
日

（水
）

午
前
十
時
～
午
後
四
時

習
礼
　
場
所

¨
大
本
山
大
覚
寺



・
平
成
二
十
年
十

。
平
成
二
十
年
十

。
平
成
二
十
年
十

午
前
六
時

（月
）
集
合

（火
）
準
備

（水
）
起
床
朝
勤
行

最
終
習
礼

装
東
鐘

集
会
鐘

披
露
進
列
鐘

午
前
六
時
二
十
分

午
前
八
時

午
前
九
時

午
前
九
時
十
五
分

午
前
九
時
二
十
分

午
前
九
時
三
十
分

午
前
九
時
四
十
分 月

五
日

月
六
日

月
七
日

習 準
礼 備

【奏
楽

「越
殿
楽
」
】

職
衆
入
帳
門

【止
楽

「越
殿
楽
の
止
楽
」

庭
讃【奏
楽

「賀
殿
Ｌ

登
階
群
立
大
阿
什
立

大
阿
発
願

大
阿

一
切
諷
誦

職
衆
読
経

職
衆
止
経

大
阿
神
分

【止
楽

「高
歳
楽
の
止
楽
」

堂
童
子
撤
分
経
机

啓
白
文

唱
礼
前
讃
普
供
養

・
三
カ

職
衆
誦
児

大
阿
振
鈴

・
止
児

後
讃
後
唱
礼

廻
向
大
阿
下
礼
盤

・
着
新
畳
台

誦
経
導
師
登
礼
盤

誦
経
導
師
三
礼

。
表
白

堂
達
作
法

12



十
弟
子
所
作

大
阿
入
堂

ｏ
登
礼
盤

【止
楽

「賀
殿
の
止
楽
」
】

持
金
剛
衆
入
堂

・
無
言
行
道

讃
衆
入
堂

総
礼
大
阿
驚
覚
鈴

・
法
要
金

唄堂
童
子
賦
華
籠

次
第
散
華

・
大
行
道

【奏
楽

「賀
殿
」
】

【止
楽

「賀
殿
の
止
楽
」
】

対
揚
堂
童
子
撤
華
籠

大
阿
開
眼

大
阿
表
自

【舞
楽

「迦
陵
頻
」
童
舞
】

【舞
楽
「商
ぶ
勲
」
】

堂
童
子
賦
分
経
机

大
阿
揚
経
題（十
二
ペ
ー
ジ
下
段
へ
）

午
後
○
時
四
十
分

誦
経
鐘

発
願

・
四
弘

・
仏
名

・
教
化

引
被
物

乞
呪
願

廻
向
還
列【奏
楽

「賀
殿
」
】

【止
楽

「賀
殿
の
止
楽
」
】

【奏
楽

「越
殿
楽
」
】

【止
楽

「越
殿
楽
の
止
楽
」
】

解
散

13



関
東
教
区

関
東
教
区

関
東
教
区

関
東
教
区

関
東
教
区

関
東
教
区

関
東
教
区

教
　
　
区

浄
泉
寺

泉
光
院

星
谷
寺

本
覚
寺

本
覚
寺

浄
蓮
寺

浄
蓮
寺

寺

　

院

井
上
全
寛

泉
　
良
顕

三
矢
涼
平

村
上
貴
徳

村
上
全
弘

黒
川
浄
慧

村
上
慧
仙

氏

　

名

承
仕

庭
役
（金
棒
引
）

庭
役
（鏡
持
）

十
弟
子

十
弟
子

承
仕
（預
）

承
仕
（預
）

配

　

役

淡
路
教
区

淡
路
教
区

近
畿
教
区

近
畿
教
区

近
畿
教
区

近
畿
教
区

近
畿
教
区

近
畿
教
区

教

　

区

浄
瀧
寺

海
福
寺

成
福
院

教
海
寺

善
龍
院

神
児
寺

覚
勝
院

覚
勝
院

寺

　

院

市
橋
和
幸

潮
　
崇
弘

今
井
大
智

衣
巻
聡
明

亀
田
隆
成

亀
田
清
隆

坂
口
慈
孝

片
山
泰
幸

氏

　

名

持
金
剛
衆

讃
衆
（銑
打
）

庭
役
（鏡
持
）

讃
衆
（碧
打
）

承
仕
（堂
童
子
）

持
金
剛
衆

持
金
剛
衆

（児
願
士
）

庭
役
（持
幡
童
）

配

　

役

14



中
国
教
区

中
国
教
区

中
国
教
区

中
国
教
区

中
国
教
区

中
国
教
区

中
国
教
区

中
国
教
区

教

　

区

長
尾
寺

胎
蔵
寺

金
鴫
寺

日
光
寺

正
覚
院

西
光
寺

寒
水
寺

十
輪
院

寺

　

院

藤
井
宏
文

竹
原
智
乗

徳
毛
宜
顕

野
村
昭
雄

塚
本
雅
道

田
口
浩
之

片
山
尊
之

服
部
教
弘

氏

　

名

随
行
（従
僧
）

持
金
剛
衆
⌒散
華
士
）

随
行
（大
傘
）

持
金
剛
衆

持
金
剛
衆

従
儀
師
（庭
担
当
）

従
儀
師
（堂
担
当
）

持
金
剛
衆
（唄
士
）

配

　

役

徳
島
教
区

徳
島
教
区

徳
島
教
区

徳
島
教
区

徳
島
教
区

四
国
第

一
教
区

四
国
第

一
教
区

四
国
第

一
教
区

教

　

区

蓮
光
寺

蓮
光
寺

自
性
寺

薬
師
寺

西
福
寺

延
命
寺

観
自
在
寺

観
音
寺

寺

　

院

荒
木
靖
雄

荒
木
宣
雄

渡
辺
亮
園

石
本
憲
正

稲
井
隆
生

尾
池
泰
輝

三
好
温
人

羽
原
清
祇

氏

　

名

讃
衆
（讃
頭
）

持
金
剛
衆
⌒散
華
士
）

持
金
剛
衆

持
金
剛
衆

持
金
剛
衆

承
仕

讃
衆
（相
銭
）

持
金
剛
衆

配

　

役

15



九
州
第

一
教
区

九
州
第

一
教
区

福
岡
教
区

福
岡
教
区

福
岡
教
区

福
岡
教
区

福
岡
教
区

福
岡
教
区

教

　

区

定
林
寺

東
光
寺

戒
音
寺

員
光
院

大
悲
王
院

観
音
寺

恵
弘
寺

観
音
寺

寺

　

院

黒
髪
寛
哉

大
石
隆
聖

熊
本
龍
佑

藤
本
明
大

喜
多
村
龍
秀

楠
野
彰
真

吉
武
真
仰

楠
野
吉
弥

氏

　

名

承
仕

承
仕

承
仕
⌒被
物
士
）

庭
役
（持
幡
童
）

讃
衆
（堂
達
）

庭
役
（螺
吹
）

讃
衆
（銃
打
）

庭
役
（螺
吹
）

配

　

役

九
州
第

一
教
区

九
州
第

一
教
区

九
州
第

一
教
区

九
州
第

一
教
区

教

　

区

観
蓮
寺

福
生
寺

高
野
寺

大
定
寺

寺

　

院

那
須
寛
永

伴
　
泰
暁

釈
　
弘
紀

松
本
龍
希

氏

　

名

持
金
剛
衆

承
仕
（堂
童
子
）

庭
役
（金
棒
引
）

持
金
剛
衆

配

　

役

16



一 嵯

千 峨
二 天

法 心
会 経

舞
楽
附
大
曼
荼
羅
供
　
資
料
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装
東
鐘承
仕
は
三
通
三
下
、
半
鐘
を
打
ち
鳴
ら
し
装
束
を
促
す
。

装
東
鐘
を
聞
き
、
諸
衆
装
束
を
着
け
る
。

集
会
鐘承
仕
は
巨
鐘
三
打
。
巨
鐘
を
三
度
撞
き
鳴
ら
す
。

職
衆
は
右
手
に
桧
扇
、
左
手
に
念
珠
、
金
剛
杵

（讃
衆
は

独
鈷
無
し
）
を
持
ち
、
張
文
を
見
て
蕩
次
を
守
り
、
席
札
を

確
認
し
て
自
席
に
着
く
。
集
会
所
は
駒
取
座
、
大
阿
の
左
方

を
上
萌
と
す
る
。
着
座
の
後
、
金
剛
杵
を
左
袖
に
入
れ
て
桧

一扇
を
席
札
の
上

（席
札
な
け
れ
ば
両
膝
の
前
）
に
置
き
、
衣

紋
繕
い
は
せ
ず
に
少
し
威
儀
を
整
え
、
音
を
立
て
な
い
よ
う

に
念
珠
を
静
か
に
引
き
、念
珠
を
二
匝
に
し
て
両
手
で
掴
み
、

膝
の
上
に
置
く
。

金
棒
引

・
螺
吹

ｏ
銚
持

・
持
幡
憧

。
大
傘
等
は
、
玄
関
前

の
石
畳
の
外
側
に
対
向
し
て
什
立
す
る
。
進
行
順
に
な
る
よ

う
に
玄
関
門
よ
り
金
棒
引

ｏ
螺
吹
以
下
の
順
に
並
ぶ
。

迎
鐘
今
般
は
古
例
に
倣
い
、
大
阿
は
十
弟
子

。
従
僧
と
と
も
に

別
室
で
控
え
、
職
衆
進
列
の
時
に
従
儀
師
の
案
内
で
加
列
す

る
。
よ
っ
て
、
迎
鐘
は
打
た
な
い
。

従
僧
。十
弟
子
は
大
阿
に
従
い
、
十
弟
子
の

一
蕩
は
据
箱
、

二
萌
は
香
呂
箱
を
持
ち
、
大
阿
の
両
側
に
正
面
を
向
い
て
着

座
す
る
。
そ
れ
ぞ
れ
持
ち
物
を
膝
の
前
に
置
き
、
胸
に
挿
し

た
桧
扇
を
取
り
出
し
て
持
ち
物
の
横
に
置
く
。

大
阿
が
集
会
所
の
座
に
着
か
れ
る
な
ら
ば
、
承
仕
は
迎
鐘

一
通
三
下
打
ち
鳴
ら
し
、
従
儀
師
は
大
阿
を
集
会
所
に
案
内

し
て
着
座
を
乞
う
。

披
露
威
儀
師
は
念
珠
を
左
袖
に
入
れ
、
膝
を
立
て
両
手
を
つ
い

て
簡
潔
に
披
露
す
る
。
近
時
は
左
手
に
念
珠
二
匝
、
右
手
で

中
啓
を
立
て
て
披
露
す
る
。
尤
も
、
京
都
で
は
本
来
披
露
は

行
わ
な
い
。

進
列
鐘従
儀
師
は
披
露
が
終
わ
れ
ば
起
座
し
、　
一
度
集
会
所
を
出

て
念
珠
を
左
袖
に
入
れ
中
啓
を
胸
に
挿
し
、
従
儀
師
上
蕩
は

左
方
、
浅
萌
は
右
方
の
張
文
を
剥
が
し
丸
め
て
懐
中
、
中
啓
・

念
珠
を
持
ち
元
の
席
全
戻
る
。

承
仕
は

一
通
三
下
。
半
鐘
を
打
ち
鳴
ら
し
進
列
を
促
す
。
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威
儀
師
は
集
会
所
の
敷
居

一
寸
程
前
に
て
、
膝
を
立
て
両
手

を
つ
き

「列

（乙
）、
列

（甲
と

と
二
声
催
す
れ
ば
、
職
衆

は
右
手
に
桧
扇
、
左
手
に
念
珠
、
金
剛
杵
を
持
ち
起
座
、　
一

揖
し
て
進
列
を
始
め
る
。

従
儀
師
上
蒻
は
大
阿
に
案
内
す
る
。讃
頭
。相
銭
は
職
衆
の

先
頭
に
立
ち
、続
い
て
讃
衆
・持
金
剛
衆
、何
れ
も
右
左
右
左

と
切
り
込
み
、浅
蕩
前
に
て
厳
重
に
進
行
し
て
玄
関
に
至
る
。

玄
関
よ
り
草
履
を
履
き
、
金
棒
引
、
螺
吹
、
従
儀
師
、
鏡

持
と
二
行
に
進
行
、
職
衆

一
行
、
大
阿
の
前
に
持
幡
童
が
二

行
、
大
阿
の
後
に
従
僧
、
大
傘
、
十
弟
子
二
行
、
最
後
に
威

儀
師
の
順
で
勅
使
門
ま
で
進
行
す
る
。

今
般
は
堂
童
子
、
楽
人
、
舞
人
は
進
列
に
入
ら
ず
、
四
官
、

十
弟
子
三
、
四
萌
は
役
を
配
さ
な
い
。
ま
た
、
執
蓋
、
執
綱

の
替
わ
り
に
大
傘
を
使
用
す
る
。
尚
、
楽
人
は
農
殿
東
側
の

回
廊
に
て
奏
楽
す
る
。

一』睛同　嘲嘲　［』同一一一［一動　時［　讃衆　持金剛衆一

｛［躊業　大阿　螂岬　Ｈ［“〓内一時　威儀師　　　　｝
承
仕
は
楽
人
に
奏
楽
を
合
図
す
る
。
楽
人
は
諸
衆
が
勅
使

門
に
至
り
庭
讃
発
音
ま
で
奏
楽
す
る
。

勅
使
門
を
入
り
、
従
儀
師

・
職
衆

・
大
阿

・
威
儀
師
は
草

軽
に
履
き
替
え
、
薦
の
上
を
進
行
す
る
。
古
例
に
は
砂
地
を

進
行
す
る
が
、
今
般
は
従
儀
師
も
草
軽
を
履
く
。

承
仕
は
草
軽
を
差
し
出
し
て
草
履
を
下
げ
る
。

そ
の
他
の
諸
衆
は
草
履
に
て
、
金
棒
引

・
螺
吹

。
銃
持
は

帳
門
の
外
側
、
持
幡
憧

。
大
傘

。
従
僧

。
十
弟
子
は
薦
の
間

の
砂
地
を
進
行
す
る
。

職
衆
入
帳
門

従
儀
師
二
人
が
左
右
の
帳
門
に
至
れ
ば
、
承
仕
は
左
右
そ

れ
ぞ
れ
の
帳
門
の
左
側
の
支
柱
を
抜
き
右
側
の
支
柱
に
括
り

つ
け
帳
門
を
撤
す
。

預
は
庭
机
の
法
螺
を
螺
吹
に
渡
し
、
続
い
て
饒
鍍
を
銃
持

に
渡
す
。

讃
頭
は
右
筵
道
、
相
銭
は
左
筵
道
に
移
り
、
念
珠
を
左
袖

に
入
れ
桧
扇
を
胸
に
挿
す
。
庭
机
に
て
、
銚
持
の
捧
げ
る
饒

銭
に
向
か
い
上
の
銭
を
左
手
、
下
の
銭
を
右
手
で
取
り
、
銃

の
上
で
銭
の
面
を
合
わ
せ
て
銭
を
少
し
差
し
下
げ
銭
の
緒
を

両
肩
に
懸
け
、
左
の
手
に
て
横
被
の
端
と
銭
の
端
と
を
取
り



具
し
て
そ
の
下
の
方
を
握
り
、
右
の
手
を
以
て
抱
の
袖
を
取

る
が
如
く
に
し
て
、
銭
の
上
の
方
を
握
り

（頭
指
を
両
銭
の

間
に
入
れ
て
、
外

の
四
指
で
握
る
）
、
差
し
下
げ
る
体
に
し

て
左

の
脇
に
挟
み
、
緒
が
両
肩
よ
り
落
ち
な
い
よ
う
両
肘
を

張

っ
て
進
行
す
る
。

讃
衆
。持
金
剛
衆
も
左
右
の
筵
道
に
分
か
れ
て
進
行
す
る
。

鏡
持
は
桔
を
鏡
打
に
渡
し
、鏡
の
面
を
銚
打
に
向
け
て
持
ち
、

筵
道

の
外
を
携
え
て
進
む
。
大
阿
が
帳
門
に
至
れ
ば
承
仕
は

帳
幕
を
撤
す
。

預

は
玉
幡
を
持
幡
童

に
渡
す
。
持
幡
童

の
左
方
は
袖
を

と

っ
て
左
手
を
上
、
右
手
を
下
に
し
て
持
ち
、
右
方
は
こ
れ

を
反
対
に
し
て
持

つ
。

大
阿
は
中
筵
道
を
進
行
す
る
。
続

い
て
十
弟
子
は
砂
地
、
威

儀
師
は
左
筵
道
を
進
行
す
る
。
諸
衆
が
帳
門
を
通
り
過
ぎ
れ

ば
承
仕
は
庭
机
を
撤
し
、中
帳
門
の
み
元
の
如
く
張
り
置
く
。

金
棒
引
螺
吹
　
　
　
　
鏡
持

従
儀
師
　
　
　
讚
衆
持
金
剛
衆
持
幡
重
　
　
　
従
僧
十
弟
子

・　
大
阿

持
幡
重
　
　
　
大
傘
十
弟
子

従
儀
師
　
　
　
讚
衆
持
金
剛
衆
　
．　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
威
儀
師

金
棒
引
螺
吹
　
　
　
　
銑
持

庭
讃
讃
衆

・
持
金
剛
衆
が
舞
楽
台
の
両
側
に
進
み
、
大
阿
が
舞

楽
台
に
立
た
れ
る

（曲
禄
に
座
す
）
を
見
て
、
従
儀
師
は
気

色
を
示
し
、
従
儀
師
、
讃
頭

。
相
鍼
は
対
向
し
、
諸
衆
は
行

き
な
り
に
立
ち
止
ま
る
。

承
仕
は
楽
人
に
止
楽
を
合
図
し
、楽
人
は
奏
楽
を
止
め
る
。

従
儀
師
は

「発
音
」
を
催
し
讃
頭
は
発
音
。
職
衆
は
助
音
す

る
。
讃
頭

・
相
鍼
は

「摩
識
夜
」
の
時
、
銭
を
胸
の
前
に
出

し
、
右
手
、
左
手
の
順
に
緒
の
根
の
処
を
取
り
、
唱
え
終
れ

ば
銭
三
段

・
反
音
四
ツ
を
突
く
。

古
式
は
前
の
如
く
左
脇
に
挿
み
反
音
す
る
も
、
近
時
は

銭
の
面
を
胸
前
に
合
せ
な
が
ら
反
音
発
音
す
。
銭
三
段
、

六
十
九
を
突
く
の
が
本
義
で
あ
る
が
、
今
般
は
銭
三
十
と
す

る

。反
音
の
銭
四
ツ
終
わ
れ
ば
、
次
に
鏡

一
声
、
次
に
螺
吹
三

声
、
こ
の
間
に
讃
頭

。
相
銭
は
向
き
を
変
え
る
。
次
に
銭
四

ツ
突

・
銚

一
声

・
螺
吹
三
声
、
従
儀
師
は
互
い
に
小
揖
し
て

列
を
引
き
進
み
、
諸
衆
は
徐
々
に
進
む

（二
回
目
の
螺
声
に

て
職
衆
は
進
行
）。
螺
声
の
間
に
職
衆
は
三
、四
歩
進
み
、
銭

の
声
の
間
に
金
棒
引

・
螺
吹

・
従
儀
師
は
三
、四
歩
を
進
む
。
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金
棒
三
引
・法
螺
三
声
。銭
四
ツ
突
き
・銃

一
声
を
繰
り
返
し
、

除
々
と
し
て
進
む
。
金
棒
引
は
列
の
速
度
を
加
減
し
、
金
棒

を
三
度
引
い
て

一
度
地
面
を
突
引
き
な
が
ら
進
行
す
る
。

諸
衆
が
進
行
を
始
め
れ
ば
楽
人
は
発
楽
、
承
仕
は
合
図
す

る
。
楽
人
は
大
阿
登
礼
盤
ま
で
奏
楽
す
る
。

登
階
道
場
正
面
の
階
下
に
至
れ
ば
、
金
棒
引

。
螺
吹

。
従
儀
師

は
筵
道
の
東
西
に
二
、三
一歩
避
け
、
対
向
し
て
什
立
す
る
。

従
儀
師
は
草
軽
着
用
の
故
、
伝
薦
の
両
端
に
仔
立
す
る
。

讃
頭

。
相
銭
は
合
わ
せ
銭
の
後
、
銭
を
脇
に
挟
み
持
ち
房

を
両
肩
に
掛
け
、
讃
頭
よ
り
階
段
の
東
側

（右
筵
道
の
前
）

よ
り
右
左
と

一
階

一
階
足
を
送
り
な
が
ら
数
段
上
る
。
そ
の

後
は
普
通
に
上
り
、
散
華
机
の
前

（散
華
机
は
道
場
内
に
置

き
、
道
場
内
西
側
に
は
被
物
机
を
置
く
）
を
通
り
、
東
の
縁

へ
と
進
み
内
に
向
か
う
。
群
立
の
席
へ
進
行
す
る
間
、
相
銭

一
人
階
下
に
て
銭
四
ツ
を
突
く
。
こ
の
間
も
銑

一
声

。
螺
吹

三
声
を
続
け
る
。
讃
頭
群
立
の
席
が
定
ま
れ
ば
合
わ
せ
銭
を

す
る
。
次
に
、
相
鍼
登
階
、
讃
頭
と
同
じ
場
所
よ
り
登
階
す
る
。

そ
の
間
は
讃
頭

一
人
に
て
銭
四
ツ
を
突
く
。
相
銭
は
讃
頭
の

東
へ
と
進
み
内
に
向
か
い
、席
定
ま
れ
ば
合
わ
せ
銭
を
す
る
。

鏡
持
は
鏡
打
に
随
い
、
共
に
登
階
し
て
群
立
の
席
に
於
い
て

東
の
後
方
に
位
置
す
る
。

群
立
讃
衆
の
浅
萌
よ
り
登
階

（階
の
両
側
よ
り
二
行
に
登
階
、

道
場
正
面
大
床
で
蒻
次
を
合
わ
せ
る
）
し
て
東
へ
東
へ
と
立

ち
、
皆
内

（道
場
）
に
向
か
っ
て
立
つ
。
饒
持
は
銃
打
と
共

に
登
階
す
る
。

次
に
、
持
金
剛
衆
の
浅
蕩
よ
り
登
階

（階
の
両
側
よ
り
二

行
に
登
階
、
道
場
正
面
大
床
で
扇
次
を
合
わ
せ
る
）
し
て
被

物
机
の
前
を
通
り
、
正
面
西
柱
の
西
側
に
外
に
向
か
っ
て
半

数
が
立
ち
、
次
の
半
数
の
持
金
剛
衆
は
前
半
数
と
対
向
す
る

よ
う
に
、
内
に
向
か
っ
て
西
よ
り
東

へ
と
順
次
並
び
立
ち
、

持
金
剛
衆
の
最
浅
萌
と
最
上
蕩
と
が
向
か
い
合
い
、
毛
抜
き

（輪
作
り
）
群
立
す
る
。

従
儀
師
は
頃
合
い
を
見
て
登
階
、
大
床
、
も
し
く
は
道
場

内
で
什
立
す
る
。

大
阿
什
立
、
十
弟
子
所
作

持
幡
童
は
階
下
に
立
ち
止
ま
る
。
大
阿
も
階
下
に
暫
く
什

立
す
る
。
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十
弟
子
は
持
幡
童
の
外
を
経
て
登
階
、
今
般
は
大
床
の
上

に
於
い
て
縫
わ
ず
、　
一
薦
は
据
箱
を
左
の
脇
机
へ
、
二
萌
は

香
呂
箱
を
右
の
脇
机
へ
置
き
立
ち
帰
り
、
持
幡
重
よ
り
玉
幡

を
受
け
取
り
大
壇
の
左
右
に
立
て
て
所
定
の
場
所
に
着
座
す

る

。持
幡
憧
は
筵
道
の
外
側
に
東
西
に
分
か
れ
、
対
向
し
て
従

儀
師
の
横
に
並
ぶ
。
大
傘
も
同
じ
。

大
阿
入
堂

・
登
礼
盤

大
阿
は
十
弟
子
の
所
作
が
終
わ
る
の
を
見
て
登
階
入
堂
。

先
ず
礼
盤
の
前
に
て
陣
躍
、
桧
扇
を
右
の
脇
机
と
礼
盤
と

の
間
に
置
き
、
右
脇
机
の
香
呂
箱
の
中
の
香
呂
を
右
手
に

て
取
り
、
左
手
の
念
珠
、
五
鈷
を
取
り
具
し
て
柄
香
呂
を

添
え
て
持
ち
立
座
、
三
礼
す
る
。
次
に
、
ま
た
陣
躍
し
て

香
呂
を
箱
に
収
め
て
、
少
し
左
に
寄
り
、
草
軽
を
左
脇
机

の
方
に
向
け
て
脱
ぐ
。
次
に
、
ま
た
陣
躍
し
て
座
具
を
少

し
向
こ
う
へ
押
し
遣
り
、
横
被
を
半
畳
に
打
ち
掛
け
て
登

礼
盤
す
る
。

従
僧
は
大
阿
と
と
も
に
登
階
入
堂
し
、
袈
裟
、
草
軽
を
御

直
し
し
て
所
定
の
場
所
へ
下
が
る
。

承
仕
の
合
図
に
て
楽
人
は
奏
楽
を
止
め
る
。

持
金
剛
衆
入
堂

・
無
言
行
道

大
阿
の
五
鈷
が
脇
机

（或
い
は
金
剛
盤
）
に
少
し
音
高
く

置
か
れ
る
音
を
聞
き
、
従
儀
師
は
入
堂
を
促
す
。

持
金
剛
衆
は
浅
萌
よ
り
入
堂
、
大
壇
正
面
に
て
一
揖
、
右

手
で
桧
扇
を
胸
に
挿
し
、
そ
の
手
で
左
手
の
独
鈷
を
右
手
に

持
ち
換
え
、不
動
慈
救
児
を
微
音
に
唱
え
な
が
ら
後
三
匝
（大

壇
と
本
尊
の
間
を
三
度
順
廻
り
に
通
過
）
す
る
。

独
鈷
の
持
ち
様
は
、
右
袖
の
中
で
右
手
の
大
頭
指
で
独
鈷

の
中
程
を
つ
ま
み
持
ち
、残
り
の
三
指
で
握
る
よ
う
に
持
つ
。

独
鈷
の
先
が
わ
ず
か
に
袖
か
ら
出
る
よ
う
に
右
腰
に
按
じ
て

行
道
す
る
。
こ
の
間
、
独
鈷
を
左
右
に
回
し
て
加
持
し
た
り

し
て
は
な
ら
な
い
。

三
匝
終
わ
れ
ば
各
々
座
に
至
り
、
大
壇
に
背
を
向
け
て
什

立
し
、
独
鈷
を
左
手
に
持
ち
替
え
て
胸
の
桧
扇
を
右
手
に
持

し
て
着
座
す
る
。
尚
、
今
般
の
法
会
は
奥
上
調
と
す
る
。

着
座
の
仕
方
に
つ
い
て
、
先
ず
、
陣
躍
し
て
右
手
で
標
板

の
上
二
扇
を
置
き
、　
一
緒
に
持

っ
て
立
ち
上
が
る
。
次
に
、

右
の
草
軽
を
脱
ぎ
、
右
足
に
て
草
軽
と
草
軽
の
間
を
割
っ
て

板
敷
に
足
を
下
ろ
し
、
左
の
草
戦
を
脱
ぎ
、
左
の
草
軽
の
外

側
の
板
敷
に
左
足
を
下
す
。
次
に
、
右
足
、
左
足
と
座
に
上
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が
り
、
左
方
は
逆
に
廻
り
、
右
方
は
順
に
廻
り

（本
尊
に
背

を
向
け
な
い
よ
う
に
す
る
）
正
座
す
る
。

着
座
す
れ
ば
、
直
に
標
板
を
座
の
右
側

（右
膝
外
側
斜
め

前
あ
た
り
）
に
置
き
、
右
手
の
桧
扇
で
草
軽
の
踵
を
押
し
、

外
側
に
半
回
転
さ
せ
て
左
の
草
軽
、
右
の
草
軽
と
向
き
を
正

し
、
草
軽
の
間
を
少
々
開
け
て
桧
扇
を
標
板
の
上
に
置
き
、

衣
体
を
整
え
て
総
礼
ま
で
待
つ
。

讃
衆
入
堂
持
金
剛
衆
の
三
、四
口
が
着
座
す
る
頃
、
讃
頭
、
相
鍍
は

銭
四
ツ
突
き
、
直
ち
に
上
げ
銭
三
ツ
を
大
き
く
突
き
上
げ
、

鏡
打
は
格
を
、
讃
頭
、
相
銭
は
銭
を
饒
持
に
渡
す
。

讃
衆
は
念
珠
・桧
扇
を
取
り
出
し
、上
蕩
前
に
入
堂
し
、大

壇
正
面
に
於
い
て
一
揖
し
て
各
自
の
座
坪
に
着
座
す
る
。
着

座
作
法
は
持
金
剛
衆
と
同
じ
で
あ
る
が
、
讃
衆
は
三
匝
行
道

し
な
い
。

威
儀
師
は
職
衆
入
堂
ま
で
階
下
に
て
待
ち
、
讃
衆
入
堂
の

後
に
登
階
入
堂
す
る
。

鏡
持
は
群
立
位
置
に
て
待
ち
、
従
儀
師
入
堂
の
後
、
堂
童

子
に
鏡
銭
を
渡
し
て
所
定
の
場
所
へ
下
が
る
。

金
棒

ｏ
螺
吹

・
持
幡
童

ｏ
庭
の
諸
役
は
階
下
に
て
待
ち
、

従
儀
師
入
堂
の
後
、
所
定
の
場
所
へ
下
が
る
。

威
儀
師

・
従
儀
師
は
下
陣
左
側
に
外

へ
横

一
列
に
並
び
、

従
僧

・
十
弟
子

・
堂
童
子
は
下
陣
右
側
に
外
へ
横

一
列
に
並

ん
で
着
座
す
る
。

総
礼
大
阿
が
柄
香
呂
を
取
ら
れ
る
の
を
見
て
、
威
儀
師
は

「総

礼

（乙
）、
総
礼

（甲
と

と
二
声
催
す
。

職
衆
は
起
居
礼
三
度
行
う
。桧
扇
を
取

っ
て
胸
に
挿
し
、陣

躍
し
て
金
剛
杵
を
両
の
大
指
と
頭
指
の
間
に
挟
み
持
ち
、横

被
の
下
で
金
剛
合
掌
し
て
立
座
、本
儀
は
起
居
礼
を
す
る
の

で
あ
る
が
、近
来
は
中
礼
三
度
す
る
。終
わ
っ
て
元
の
如
く
居

直
し
て
桧
扇
を
置
く
。
フ」
の
後
に
護
身
法
。大
阿
は
職
衆
の
起

居
礼
の
間
、胸
の
前
に
柄
香
呂
を
捧
げ
持
つ
体
を
な
す
。

総
礼
の
後
、
堂
童
子
は
柄
香
呂
を
唄
士
の
下
に
持
参
す

る

。

大
阿
驚
覚
鈴

・
法
要
金

大
阿
は
、
焼
香

。
塗
香

・
浄
三
業

・
二
部
被
甲
護
身

・
加

持
香
水
以
下
、
金
剛
持
遍
礼
ま
で
の
前
方
便
の
後
、
堂
童
子

が
座
に
戻
る
頃
に
驚
覚
鈴
、
常
の
振
鈴
の
如
し
。
但
し
緩
や

か
に
こ
れ
を
振
る
。
次
に
大
阿
、
左
手
に
念
珠
、
五
鈷
を
取



り
、
右
手
に
香
呂
を
持
つ
。

碧
役
は
こ
れ
を
見
て
碧
二
丁
を
打
つ
。
法
要
の
金
な
り
。

唄

唄
士
は
法
要
の
金
を
聞
い
て
半
珈
座
に
し
、
桧
扇
で
草
軽

を
左
右
に
開
き
踵
を
合
わ
す
。
右
手
で
柄
香
呂
を
取
り
、
念

珠
、
金
剛
杵
を
持
つ
左
手
を
添
え
て
、
一ム
何
唄
を
発
音
す
る
。

二
句
目
を
唱
え
終
わ
れ
ば
柄
香
呂
を
左
手
で
持
ち
、
少
し
上

に
か
ざ
し
て
振
香
呂
を
し
、
柄
香
呂
を
香
呂
箱
へ
一戻
す
。
こ

の
時
に
柄
は
外

へ
出
し
て
お
く
。

散
華
士
は
こ
の
合
図
を
見
て
散
華
作
法
を
な
し
立
座
す

る
。
作
法
は
後
述
。

唄
士
は
そ
の
所
作
が
終
わ
る
の
を
見
て
、
再
び
柄
香
呂
を

取
り
残
り
の
句
を
引
く
。
唄
終
わ
れ
ば
前
の
如
く
振
香
呂
を

し
て
合
図
し
、
柄
香
呂
を
香
呂
箱
に
戻
し
て
正
座
に
戻
す
。

こ
の
時
は
柄
を
中
に
入
れ
る
。

堂
童
子
賦
華
籠

堂
童
子
二
人
は
散
華
机
の
下
に
進
み
、
華
籠
覆
い
の
帯
を

左
右
に
押
し
遣
り
、
覆
い
絹
を
向
う
へ
押
し
遣

っ
て
そ
れ
ぞ

れ
華
籠
を
持
ち
、左
右
同
時
に
内
陣
に
入
り
散
華
士
へ
賦
す
。

直
に
散
華
机
の
下
に
戻
っ
て
残
り
の
華
籠
を
持
ち
、
再
度
内

陣
に
入
り
上
萌
よ
り
次
第
に
華
籠
を
配
り
、
終
わ
れ
ば
内
陣

よ
り
戻
り
自
席
に
着
く
。
今
般
は
次
第
散
華
に
行
道
が
あ
る

た
め
唄
士
に
も
華
籠
を
賦
す
。

次
第
散
華
散
華
士
二
人
は
堂
童
子
よ
り
華
籠
を
右
手
で
受
け
取
っ
て

左
手
に
渡
し
、
右
手
で
荘
厳
の
紐

（理
略
）
を
中

◆
右

ｏ
左

の
順
に
外
に
出
し
、
前
を
前
方
に
押
し
遣
り
両
手
に
て
下
に

置
き
、
念
珠
、
金
剛
杵
を
左
袖
に
入
れ
、
そ
の
便
り
に
懐
賓

を
出
し
て
華
籠
の
手
前
に
置
き
、
華
籠
を
持
ち
桧
扇
を
胸
に

収
め
て
草
軽
を
着
け
、
二
人
同
時
に
大
阿
の
後
方
よ
り
内
陣

を
出
て
道
場
入
口
に
進
む
。
右
手
に
座
具
、
左
手
に
柄
香
呂

を
持
つ
堂
童
子
と
共
に
躊
躍
し
、
堂
童
子
の
右
手
よ
り
差
し

出
さ
れ
る
座
具
を
左
手
の
頭
中
指
の
間
に
挟
み
、
右
手
で
柄

香
呂
を
受
け
取

っ
て
立
ち
上
が
り
、
再
度
内
陣
へ
進
む
。

堂
童
子
は
右
手
に
座
具
、
左
手
に
柄
香
呂
を
持
ち
、
散
華

士
と
共
に
陣
躍
、
右
手
の
六
ツ
折
の
座
具

（大
阿
用
は
四
ツ

折
）
を
手
の
ひ
ら
側
は
短
く
、
手
の
甲
側
は
長
く
し
て
大
頭

指
の
間
に
挟
み
、
散
華
士
の
左
手
の
頭
中
指
の
間
に
挟
み
込

む
。
次
に
、左
手
に
持
ち
た
る
柄
香
呂
を
右
手
に
持
ち
替
え
、

柄
香
炉
の
台
座
を
左
手
掌
に
置
き
、
右
手
に
持
つ
柄
香
炉
の
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柄
を
逆
回
し
に
し
て
散
華
士
の
右
手
に
差
し
出
す
。
終
わ
れ

ば
元
の
座
に
戻
る
。

散
華
士
は
内
陣
に
至
り
大
壇
の
左
右
に
陣
躍
し
、左
手
に

て
花
籠
を
左
前
方
の
板
敷
に
置
き
、右
手
の
柄
香
呂
を
右
前

方
の
板
敷
に
置
き
、次
に
左
手
の
座
具
を
胸
の
前
に
差
し
出

し
、右
手
に
て
向
こ
う
に
垂
れ
た
る
端
を
板
敷
に
押
し
左
手

に
て
座
具
を
向
こ
う
へ
投
げ
、左
足
に
て
座
具
の
端
を
踏
み
、

左
手
に
て
中
程
を
取
り
、右
手
に
て
あ
ら
ら
か
に
さ
っ
と
引

き
開
き
、上
の
方
が
広
が
ら
な
け
れ
ば
胸
の
桧
扇
を
抜
き
出

し
、打
ち
払
う
よ
う
に
な
ら
す
。桧
扇
を
胸
に
挿
し
戻
し
、陣

躍
し
な
が
ら
右
手
に
柄
香
呂
、左
手
に
華
籠
を
取
り
、右
手
を

華
籠
に
添
え
、立
ち
上
が
り
、胸
の
前
に
こ
れ
を
持
ち
、後
ろ

様
に
二
、
〓
一、
四
歩
鶴
退
し
、
両
足
を
踏
み
並
べ
て
草
軽
を
離

れ
な
い
よ
う
に
し
て
、先
ず
左
の
草
軽
を
脱
い
で
足
を
脱
い

だ
草
軽
の
外
側
の
板
敷
を
踏
み
、次
に
右
の
草
軽
を
脱
い
で

脱
い
だ
草
軽
の
前
に
出
し
て
進
み
、座
具
の
正
中
に
進
み
三

礼
す
る
。

こ
の
時
、
唄
士
は
次
の
二
句
を
引
く
。

三
礼
終
わ
れ
ば
ま
た
退
い
て
、
先
ず
左
足
、
左
の
草
軽
の

外
側
の
板
敷
を
踏
み
、
右
足
、
次
に
左
足
と
草
軽
を
着
け
、

再
び
進
ん
で
座
具
の
端
を
二
、〓
一寸
ば
か
り
踏
み
、
唄
の
終

わ
り
を
待
つ
。

唄
終
わ
れ
ば
散
華
士
両
人
同
時
に
発
音
す
る
。
先
ず
初
段

の
始
め
よ
り

「香
華
供
養
仏
」
に
至
る
ま
で
頭
人
の
み
に
て

こ
れ
を
唱
え
、
職
衆
は
こ
の
間
に
念
珠
、
金
剛
杵
を
左
袖
に

入
れ
て
華
籠
捌
き
し
、
桧
扇
を
胸
に
挿
し
て
右
足
、
左
足
と

草
軽
を
着
け
、
華
籠
を
両
手
に
持
ち
各
々
座
前
に
立
つ
。
頭

人
唱
え
終
わ
れ
ば
直
に
始
め
よ
り
助
音
す
る
。
よ
っ
て
頭
人

籠
を
散
ず
る
時
、
職
衆
は
散
ぜ
ず
。
職
衆
繭
を
散
ず
る
時
、

頭
人
は
散
ぜ
ず
。

次
に
頭
人
中
段
全
部
唱
え
終
わ
れ
ば
、
職
衆
ま
た
こ
れ
を

唱
え
始
め
、
同
時
に
頭
人
は
行
道
を
始
め
、
職
衆
左
方
右
方

と
上
蒻
前
二
行
に
こ
れ
に
従
う
。

承
仕
は
楽
人
に
奏
楽
を
合
図
す
る
。
楽
人
は
職
衆
が
舞
楽

台
に
什
立
す
る
ま
で
奏
楽
す
る
。

従
儀
師
は
先
頭
に
立

っ
て
行
道
を
引
率
す
る
。

舞
楽
台
の
北
方
に
至
り
、
従
儀
師
、
頭
人
は
勅
使
門
に
向

き
、
残
り
の
職
衆
は
対
向
し
て
行
立
す
る
。

承
仕
は
楽
人
に
止
楽
の
合
図
を
し
、
楽
人
は
奏
楽
を
止
め

る

。
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頭
人
は
第
二
段
を
唱
え
て
繭
を
散
じ
た
後
、
職
衆
の
助
音

よ
り
再
び
行
道
を
開
始
す
る
。

承
仕
は
再
び
楽
人
に
奏
楽
の
合
図
を
す
る
。
楽
人
は
散
華

を
唱
え
終
わ
る
ま
で
奏
楽
す
る
。

行
道
終
り
頭
人
等
復
座
す
れ
ば
、職
衆
は
座
の
前
に
立
ち
、

左
右
同
時
に
後
ろ
様
に
左
、
右
と
草
軽
を
脱
ぎ
、
畳
の
上
に

て
立

っ
た
後
に
陣
躍
、
華
籠
を
標
板
前
の
板
敷
に
、
桧
扇
を

席
札
の
上
に
置
く
。

頭
人
は
行
道
終
わ
り
、
前
の
如
く
座
具
の
前
に
立
ち
止
ま

り
、
三
、四
歩
退
い
て
草
軽
を
脱
ぎ
、
更
に
進
み
て
座
具
の

上
に
陣
躍
し
、
華
籠
を
左
前
の
板
敷
に
置
き
、
右
手
に
香
呂

を
持
ち
、
左
手
を
添
え
助
音
終
わ
れ
ば
対
揚
を
唱
え
る
。

承
仕
は
楽
人
に
止
楽
を
合
図
し
、楽
人
は
奏
楽
を
止
め
る
。

前
は
三
段
と
も

「供
養
」
に
て
右
手
の
大
頭
二
指
で
挟
み

散
ず
る
。
初
段

一
・
中
段
二

・
後
段
三
の
計
六
枚
を
用
意
す

る
が
、
今
般
は
道
場
内
に
て
撒
く
た
め
多
く
用
意
す
る
。
ま

た
、
本
儀
に
は
時
花
を
用
い
る
と
あ
る
。
三
段
終
わ
れ
ば
華

籠
は
紐
を
入
れ
ず
、
躍
脆
し
な
が
ら
そ
の
ま
ま
自
席
の
前
に

置
く
。
当
流
で
は
華
籠
を

「ケ
コ
」
と
い
う
。

対
揚

散
華
士
は
散
華
終
わ
れ
ば
躍
脆
し
な
が
ら
華
籠
を
下
に
置

き
、
胸
か
ら
桧
扇
を
取
り
出
し
て

（本
来
は
胸
に
挿
す
か
）

板
敷
の
上
に
置
き
、
念
珠
を
左
腕
に

一
匝
に
か
け
流
し
て
唱

え
る
。
職
衆
は
躍
脆
し
な
が
ら
華
籠
を
標
板
前
の
板
敷
に
置

き
、
桧
扇
を
標
板
の
上
に
置
き
、
念
珠
を
左
腕
に
一
匝
に
し

て
か
け
、
両
手
を
組
ん
で
左
膝
上
に
置
い
て
起
居
礼
す
る
。

次
の
句
か
ら
は
頭
助
共
に
陣
躍
し
て
起
居
礼
を
す
る
。
起
居

礼
の
際
は
金
剛
合
掌
し
て
唱
え
る
。
当
流
は
句
数
を
偶
数
に

す
る
の
が
習
い
で
あ
る
。
「金
剛
手
菩
薩
」
で
座
る
時
、
五

体
投
地
は
せ
ず
、
少
し
頭
を
下
げ
て
着
座
す
る
。

対
揚
終
わ
れ
ば
、
頭
人
は
懐
宝
を
左
袖
に
入
れ
、
右
手
に

柄
香
呂
、
左
手
を
添
え
て
起
座
、
三
、
四
歩
退
い
て
草
軽
を

着
け
、
更
に
進
み
陣
躍
し
て
柄
香
呂
を
右
前
方
の
板
敷
に
置

き
座
具
を
畳
む
。
座
具
は
両
手
で
手
前
の
端
を
持
ち
、
中
央

に
引
き
合
わ
せ
て
右
手
で
持
ち
上
げ
る
と
六
ツ
折
に
な
る
。

左
手
の
頭
中
指
の
間
に
座
具
を
挟
み
持
ち
、
右
手
に
て
柄
香

呂
、
左
手
で
添
え
る
よ
う
に
持
ち
、
内
陣
を
出
て
道
場
正
面

に
進
み
、
先
ず
座
具
、
次
に
柄
香
呂
を
承
仕
に
渡
す
。
但
し

柄
香
呂
を
持
ち
直
し
、
柄
を
向
こ
う
に
し
て
渡
す
。
次
に
桧

扇
を
取
り
出
し
て
念
珠
、
金
剛
杵
を
持
ち
本
座
へ
還
る
。
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今
般
の
散
華
大
行
道
は
舞
楽
台
の
舞
台
上
ま
で
行
道
す
る

が
、
雨
天
時
に
は
左
の
図
の
ご
と
く
心
経
前
殿
の
周
り
を
行

道
す
る
。

堂
童
子
撤
華
籠

堂
重
子
は
直
に
華
籠
を
撤
す
。
先
ず
散
華
士
よ
り
こ
れ
を

撤
し
、
次
に
上
萌
よ
り
次
第
に
こ
れ
を
撤
す
。

次
に
碧
役
は
碧

一
打
。

大
阿
開
眼
大
阿
が
仏
眼
印
明
を
結
誦
し
終
わ
り
、
柄
香
呂
を
取
れ
ば

碧
役
は
碧

一
打
。
職
衆
は
横
被
の
下
の
左
袖
の
中
で
仏
眼
印

明
を
結
誦
す
る
。
次
に
、
大
阿
が
大
日
印
明
を
結
誦
し
終
わ

り
、
柄
香
呂
を
取
れ
ば
碧
役
は
碧

一
打
。
職
衆
は
同
じ
く
横

被
の
下
の
左
袖
の
中
で
大
日
印
明
を
結
誦
す
る
。

大
阿
表
白
大
阿
は
柄
香
呂
を
取
り
表
白
を
誦
ず
。
神
降
し
の
句

（自

し
て
言
さ
く
）
が
終
わ
れ
ば
柄
香
呂
を
安
め
て
も
良
い
が
、

「敬

っ
て
白
す
」
に
て
念
珠
、
柄
香
呂
を
置
く
。

承
仕
は
楽
人
に
合
図
し
、
楽
人
は
奏
楽
、
舞
人
は
調
舞
を

開
始
す
る
。

堂
童
子
賦
分
経
机

堂
童
子
、
承
仕
は
新
写
の
理
趣
経
を
机
に
載
せ
、
一
脚
ず

つ
こ
れ
を
持
ち
、左
右
に
分
か
れ
て
上
臓
よ
り
賦
す
。前
殿

な
ら
ば
、前
机
の
左
右
に
錐
状
に
経
机
を
人
数
分
積
ん
で
お

ノ

ヽ

。

大
阿
揚
経
題

大
阿
は
経
巻
の
紐
を
解
き

「大
楽
金
剛
不
空
真
実
三
摩
耶

経
」
と
経
題
を
唱
え
る
。
当
流
は
三
度
経
題
を
揚
げ
る
。
職

衆
は
経
巻
の
紐
を
解
き
、
少
し
開
い
て
机
の
上
に
置
く
。

大
阿
発
願
大
阿
は
経
巻
を
左
手
に
持
ち
柄
香
呂
を
取
り
合
図
す
る
。

碧
役
は
碧

一
打
。

大
阿

一
切
諷
誦

大党 寺・ 心経 前殿
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大
阿
は

「
一
切
諷
誦
」
と
唱
え
て
柄
香
呂
を
取
る
。
碧
役

は
馨

一
打
。

職
衆
読
経
大
阿

・
職
衆
は
経
巻
を
披
き
、
理
趣
経
を
微
音
に
読
経
。

但
し
、
四
、五
行
程
度
。

職
衆
止
経
大
阿
は
振
香
呂
に
て
止
経
の
合
図
を
す
る
。
碧
役
は
碧

一

打
。
職
衆
は
読
経
を
止
め
て
経
巻
を
巻
き
、
紐
を
結
ん
で
机

の
上
に
置
く
。
こ
れ
止
経
の
磐
な
り
。

大
阿
神
分
大
阿
は
神
分
を
唱
え
る
。
碧
役
は
打
碧
に
注
意
す
る
。

承
仕
は
神
分
終
わ
れ
ば
楽
人
に
止
楽
の
合
図
を
す
る
。
楽

人
は
奏
楽
を
止
め
る
。

堂
童
子
撤
分
経
机

堂
童
子
は
分
経
机
を
撤
す
る
。

啓
白
文役
人
は
大
阿
の
後
方
に
進
み
、啓
白
文
を
披
い
て
奉
読
し
、

終
わ
れ
ば
所
定
の
座
へ
戻
る
。

唱
礼
大
阿

「五
悔
」
を
唱
え
る
。
博
士
の
切
り
様

・
助
音
、
頭

助
の
音
を
極
端
に
重
ね
な
い
こ
と
な
ど
大
覚
寺
の
古
式
に
倣

う
。
五
大
願
の
時
、
堂
童
子
は
銭
を
讃
頭
に
賦
す
。

前
讚
四
智
梵
語

ｏ
心
略
梵
語

・
不
動
讃
。
讃
頭
は
五
大
願

終
わ
れ
ば
頭
を
出
す
。
大
阿
も
共
に
唱
え
ら
れ
る
。
銭

は
十
五
豊

一
十
二

一
十

四

を

突

く
。
堂

童

子

は
第

二

段

の
銭
が
突

き
終
わ
れ
ば
、
直
ち
に
銭
を
撤
す
る
。

初
段
　
／
／
／

／

ヽヽ
／

／

ヽヽ

／

／

ヽヽ
／

中

段

／

ヽ
ヽ
／

　

ヽ
ヽ
／

　

ヽ
ヽ
／

上
の
突
き
様
生

一轟

繰
り
返
す

後

段

ヽ
／

　

ヽ
／

／

ヽ
ヽ
／

　

　

上
の
突
き
様
生

一遠

繰
り
返
す

普
供
養

・
三
カ

普
供
養

ｏ
三
カ
、
頭
助
を
取
る
。
碧
役
は
碧

一
打
。

職
衆
誦
兄
大
阿
は
供
養
法
を
修
す
。
職
衆
は
仏
眼
の
児
を
誦
す
。
振

鈴
よ
り
両
部
大
日
児
、
散
念
珠
が
終
わ
り

一
字
の
磐
よ
り

一

字
の
児
を
誦
す
。

堂
童
子
は
讃
頭
に
銭
を
賦
す
。

大
阿
振
鈴

・
止
児

大
阿
は
後
供
養

・
仏
布
施
の
作
法
を
な
し
、
後
鈴
を
鳴
ら

す
。
職
衆
は
後
鈴
に
て
児
を
止
め
る
。



従
儀
師
は
後
鈴
の
頃
、
承
仕
に
命
を
伝
え
て
金
棒
引

・
螺

吹

。
饒
持

・
持
幡
童

・
大
傘
等
、
諸
役
人
を
階
下
に
調
え
、

筵
道
を
直
さ
せ
る
。

後
讃
四
智
漢
語

・
心
略
漢
語

ｏ
仏
讃
。
讃
頭

は
大
阿
の
後
鈴

が
鳴
り
止
む
ま

で
待
ち
、
そ

の
後
に
発
音
。
銭
は
返
銭
、

十
二
豊
一十
豊
一十
九
を
突
く
。
堂
童
子
は
第
二
段
の
銭
が
突

き
終
わ
れ
ば
、
直
ち
に
鍍
を
撤
す
る
。

初
段
　
／

ヽ
ヽ
／

／

ヽ
ヽ
／
　
／

ヽ
ヽ
／

中

段

　

／

ヽ
ヽ
／

　

ヽ
ヽ
／

　

ヽ
ヽ
／

　

上
の
突
き
様
こ

一遠

繰
り
返
す

後

段

　

ヽ
／

　

ヽ
／

　

／

ヽ
ヽ
／

　

　

上
の
突
き
様
空

一一遍
に
、左
を
押

え
る

／
ヽヽ
／

／

ヽヽ
／

／

ヽヽ
／
／
／

後
唱
礼普
供
養

・
三
カ

・
祈
願

・
礼
仏
、
頭
助
を
と
る
。

廻
向
磐
役

一
打
。
大
阿
は
念
珠
、
柄
香
呂
を
取
り
至
心
廻
向
を

唱
え
る
。
職
衆

一
胴
は
懺
悔
随
喜
を
発
音
す
る
。

大
阿
下
礼
盤

・
着
新
畳
台

大
阿
少
し
く
念
珠
を
摺
り
終
わ
り
、
左
手
に
五
鈷
、
念
珠

を
取
り
、下
礼
盤
し
て
草
軽
を
着
け
て
柄
香
呂
を
取
り
三
礼
、

柄
香
呂
を
箱
に
収
め
桧
扇
を
取
っ
て
立
ち
、
大
壇
乾
の
奥
に

設
け
た
新
畳
台

（曲
禄
）
に
着
か
れ
る
。

従
僧
は
内
陣
へ
進
み
、
大
阿
の
袈
裟
等
を
御
直
し
し
て
所

定
の
場
所
へ
下
が
る
。

十
弟
子
は

一
萌
据
箱

。
二
蕩
香
呂
箱
を
持
ち
、
大
阿
の
両

側
に
外
陣
を
向
い
て
着
座
し
、
そ
れ
ぞ
れ
持
ち
物
を
膝
の
前

に
置
い
て
立
座
、
所
定
の
場
所
へ
下
が
る
。

誦
経
導
師
登
礼
盤

大
阿
が
新
畳
台

（曲
禄
）
に
着
座
す
れ
ば
、
堂
童
子

一
人

は
碧
役
の
前
に
至
り
馨
台
を
右
手
、
碧
台
と
折
釘
の
撞
木
を

左
手
で
合
わ
せ
持
ち
、右
脇
机
の
と
こ
ろ
で
右
脇
机
を
撤
し
、

そ
の
跡
に
碧
台
を
置
き
、
脇
机
を
持

っ
て
退
下
す
る
。
堂
童

子

一
人
は
誦
経
導
師
の
香
呂
箱
を
持
参
し
て
、
碧
台
の
下
に

置
き
退
下
す
る
。

次
に
、
誦
経
導
師
は
香
呂
箱
を
置
く
の
を
見
て
、
右
手
に

桧
扇
、
左
手
に
念
珠
、
金
剛
杵
を
持

っ
て
起
座
し
、
草
軽
を

着
け
礼
盤
の
下
に
至
っ
て
陣
裾
す
る
。
桧
扇
を
碧
台
と
礼
盤

の
間
に
置
き
、
次
い
で
柄
香
呂
を
右
手
で
取
り
、
起
居
礼

一

度
し
て
柄
香
呂
を
香
呂
箱
に
仮
置
き

（柄
尻
を
外
に
出
し
て

お
く
）
し
て
立
つ
。



次
に
二
、三
一歩
鶴
退
し
て
草
軽
を
脱
ぐ
。
（脱
ぎ
方
は
左
ヘ

少
し
寄
り
、
右
、
左
と
横
に
脱
ぐ
。
も
し
貴
人
い
る
時
は
右

に
寄

っ
て
脱
ぐ
。
真
直
ぐ
に
登
り
て
半
伽
座
に
す
る
こ
と
も

あ
り
。
）
次
に
礼
盤
の
下
に
至
り
、
横
被
を
礼
盤
に
打
ち
懸

け
て
登
礼
盤
す
る
。

先
ず
、
右
方
の
閑
伽
等
を
奥

へ
押
し
遣
り
、
表
白
を
取

り
出
し
て
上
紙
を
懐
中
し
、
中
身
を
そ
の
後
に
開
い
て
置

き
、
左
手
で
柄
香
呂
、
右
手
で
撞
木
を
取

っ
て
碧
二
打
甲

乙
と
打
ち
、
撞
木
を
前
供
養
の
塗
香
器
と
華
重
器
の
間
に

指
し
置
く
。

次
に
、
右
手
で
柄
香
呂
を
取
り
、
陣
躍
し
て
三
礼
を
唱
え

る
。
三
礼
常
の
如
く
終
わ
っ
て
碧

一
打
し
て
、
柄
香
呂
を
香

呂
箱
に
返
す
。
次
に
、安
座
し
て
衣
文
繕
い

（整
え
る
程
度
）

を
な
し
、
再
び
柄
香
呂
を
取

っ
て
中
唄
を
唱
え
る
。
コ

切

法
常
住
」
の
時
、
碧

一
打
す
る
。

誦
経
導
師
表
自

誦
経
導
師
は
柄
香
呂
を
持
っ
た
ま
ま
表
白
を
唱
え
る
。
神

降
し
の
句

（自
し
て
言
さ
く
）
が
終
わ
れ
ば
柄
香
呂
を
安
め

唱
え
て
も
良
い
。

堂
達
作
法

先
ず
、
堂
達
は
草
軽
を
着
け
起
座
、
道
場
正
面
ま
で
進
み

威
儀
師
よ
り
諷
誦
文
を
受
け
取
る
。
承
仕
は
事
前
に
幌
屋
か

ら
諷
誦
文
を
持

っ
て
く
る
。
こ
の
時
、
桧
扇
を
懐
中
し
文
を

受
け
取
り
胸
の
前
で
右
手
に
持
す
。
威
儀
師
は
諷
誦
文
の
上

紙
を
撤
し
て
渡
す
。

次
に
、誦
経
導
師
の
景
気
の
句
（観
れ
ば
夫
れ
）
に
至
れ
ば
、

誦
経
導
師
の
後
ろ
で
恭
し
く

一
揖
、
誦
経
導
師
の
右
後
に
陣

躍
し
、
文
を
持
ち
替
え
、
逆
回
し
に
元
を
誦
経
導
師
の
方
に

向
け
て
手
渡
す
。
（誦
経
導
師
は
何
気
な
く
右
手
の
掌
を
仰

げ
て
肩
の
上
に
差
し
出
し
受
け
取
り
、
左
手
の
柄
香
呂
に
添

え
て
持
つ
。
）
渡
し
終
れ
ば
桧
扇
を
取
り
出
し
本
座
に
復
す
。

巨
鐘
威
儀
師
は
大
床
よ
り
承
仕
に
誦
経
の
鐘
を
二
声
催
す
。
「御

誦
経
の
鐘
」
と
も
呼
ぶ
。
中
啓
を
高
く
差
し
上
げ
、
半
円
を

描
く
よ
う
に
合
図
す
る
。

承
仕
は
こ
れ
を
受
け
て
巨
鐘
三
度
撞
き
鳴
ら
す
。
巨
鐘
な

き
場
合
は
導
師
が
碧
三
打
、
甲
乙
甲
と
打
つ
。

誦
経
導
師
は
巨
鐘
の
音
を
聞
き
、
諷
誦
文
を
開
い
て
微
音

に
読
む
。
読
み
終
わ
れ
ば
巻
き
戻
し
、
左
手
に
持

っ
て
碧

一

打
す
る
。
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発
願

・
四
弘

・
仏
名

・
教
化

仏
名
の
時
、
柄
香
呂
を
置
い
て
如
意
を
取
る
。
こ
の
間
、

諷
誦
文
を
置
く
か
持
つ
か
は
誦
経
導
師
の
意
楽
で
あ
る
。

引
被
物被
物
士
は
道
場
正
面
の
被
物
机
へ
行
き
、
畳
ん
で
あ
る
白

衣
を
持
ち
上
げ
、
左
手
を
仰
げ
て
小
袖
の
襟
を
自
身
の
前
に

な
し
、
袖
の
下
の
方
を
手
の
先
に
し
て
襟
の
方
を
前
に
打
ち

掛
け
、
袖
を
左
手
の
上
に
載
せ
て
、
袖
の
下
の
辺
り
を
上
げ

て
肩
の
通
り
に
指
し
上
げ
、
左
手
を
指
し
延
べ
て
袖
日
の
方

を
持
ち
、
右
手
を
覆
せ
て
、
手
の
先
を
下
し
て
裾
の
方
を
取

り
、
右
の
脇
に
押
し
当
て
て
抱
え
持
つ
。

仏
名
に
か
か

っ
た
時
、
被
物
士
は
大
壇
の
東
側
よ
り
艮
に

至

っ
て
西
に
向
か
い
、
先
ず
右
膝
、
左
膝
の
順
に
屈
し
て
陣

鋸
し
、
次
に
、
右
手
に
持
つ
と
こ
ろ
の
裾
を
左
の
方
に
払
い

返
し
、左
手
に
持
ち
た
る
襟
の
方
を
右
手
の
方
に
折
り
返
し
、

右
手
に
移
し
、
次
に
左
手
で
裾
の
方
を
引
き
直
し
、
右
手
を

延
ば
し
て
襟
の
方
を
置
く
。
つ
ま
り
、
襟
が
北
、
裾
が
南
に

な
る
よ
う
に
引
く
。
敷
き
終
わ
れ
ば
中
啓
を
右
手
に
取
り
、

乱
れ
て
い
る
と
こ
ろ
を
延
ば
す
か
、
久
の
字
を
書
く
体
を
な

し
て
整
え
る
。
終
わ
れ
ば
右
手
に
中
啓
、
左
手
に
念
珠
を
持

ち
、
少
し
導
師
の
方
を
見
上
げ
、
一
揖
し
た
後
に
退
出
す
る
。

誦
経
導
師
は
被
物
を

一
瞥

（い
ち
べ
つ
）
す
る
。

教
化
の
終
わ
り
頃
、
被
物
士
は
被
物
を
引
き
下
げ
る
。
先

ず
、
被
物
の
前
に
陣
躍
し
て
中
啓
を
胸
に
挿
し
、
念
珠
を
左

袖
に
入
れ
、
右
手
で
襟
、
左
手
で
袖
口
を
持

っ
て
左
肩
に
打

ち
掛
け
、
右
手
で
曲
が
っ
て
い
る
と
こ
ろ
の
内
側
に
手
を
や

り
、
右
の
方
に
払
い
返
し
、
右
手
を
覆
い
脇
に
挟
む
よ
う
に

持
ち
、
左
手
で
襟
の
下
を
持

っ
て
立
ち
上
が
り
退
出
す
る
。

乞
呪
願堂
達
は
仏
名
の
終
わ
り
頃
、
右
手
に
桧
扇
、
左
手
に
念
珠

を
持
っ
て
起
座
し
、
導
師
の
後
ろ
に
陣
躍
す
る
。
先
ず
、
桧

扇
を
胸
に
挿
し
、
念
珠
を
左
袖
に
入
れ
、
誦
経
導
師
が
諷
誦

文
を
渡
す
の
を
待
つ
。

誦
経
導
師
は
右
袖
の
下
よ
り
何
と
な
く
堂
達
に
手
渡
す
。

堂
達
は
右
手
で
諷
誦
文
を
受
け
取
り
胸
の
前
に
捧
げ
、
左

手
念
珠
二
匝
に
し
て
起
座
、
呪
願
士
の
前
に
至
り
、
そ
の
ま

ま
陣
躍
し
て
呪
願
を
乞
う
。
「敬
礼
常
住
三
宝
嘆
仏
呪
願
」

と
微
音
に
唱
え
る
。

呪
願
士
は
横
被
の
下
の
左
袖
の
中
で
金
剛
合
掌
し
、
微
音

に

「三
宝
境
界
不
可
思
議
恒
沙
劫
中
讃
揚
難
尽
」
と
唱
え
、
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互
い
に
小
揖
す
る
。

堂
達
は
起
座
し
、導
師
の
後
ろ
に
右

（礼
盤
と
碧
台
の
間
）

に
寄

っ
て
本
尊
の
方
に
向
い
立
ち
、
諷
誦
文
を
開
き
捧
げ
て

微
音
に
読
む
体
を
な
す
。
読
み
終
わ
れ
ば
、
右
手
の
方
を
左

肩
に
打
ち
掛
け
、
左
手
で
巻
き
、
一
一
つ
折
り
に
し
て
懐
中
し
、

左
手
に
念
珠
二
匝
、
右
手
に
桧
扇
を
持
ち
本
座
に
帰
る
。

廻
向
誦
経
導
師
は
堂
達
の
着
座
を
見
て

「廻
向
大
菩
提
」
の
句

を
出
し
、
碧

一
打
し
て
撞
木
を
折
釘
に
掛
け
、
柄
香
呂
を
置

き
、
祈
念
し
て
下
礼
盤
す
る
。
草
軽
を
着
け
、
陣
躍
し
て
柄

香
呂
を
取
り
三
礼
す
る
。
柄
香
呂
を
香
呂
箱
二
戻
し
て
右
手

に
桧
扇
、
左
手
に
念
珠
、
金
剛
杵
を
持

っ
て
立
ち
上
が
り
、

小
揖
し
て
本
座
へ
還
る
。

堂
童
子
は
香
呂
箱
を
撤
す
。

還
列
堂
童
子
は
鏡
鍼
を
持
ち
降
階
、
階
下
に
控
え
る
鏡
持
に
銃

銭
、
撞
木
を
渡
す
。
本
来
は
そ
の
ま
ま
砂
地
へ
進
み
、
加
列

す
る
が
今
般
は
な
し
。

十
弟
子
二
人
は
玉
幡
を
取
り
降
階
、
階
下
に
て
持
幡
童
に

玉
幡
を
渡
す
。
再
び
登
階
し
て
内
陣

へ
進
み
、
一
蒻
は
据
箱
、

二
萌
は
香
呂
箱
の
順
に
法
具
を
取
る
。

従
儀
師
は
十
弟
子
が
法
具
を
取
る
の
を
見
て
列
を
催
し
て

出
堂
、
降
階
し
て
還
列
に
備
え
る
。

承
仕
は
楽
人
に
合
図
し
、
楽
人
は
奏
楽
を
開
始
す
る
。

職
衆
は
標
板
を
残
し
、
右
手
に
桧
扇
、
左
手
に
念
珠
、
金

剛
杵
を
持
ち
起
座
し
、
讃
頭
、
相
銭
以
下
、
浅
蒻
前

一
行
に

道
場
正
面
大
床
に
進
む
。大
床
よ
り
浅
蒻
前
に
二
行
に
降
階
、

讃
頭
両
人
銭
を
階
下
に
て
受
け
取
り
筵
道
に
移
る
。
讃
頭
、

相
銭
は
進
列
時
と
逆
の
筵
道
を
歩
く
。
以
下
職
衆
も
同
じ
く

進
列
と
逆
の
筵
道
を
歩
く
。
作
法
は
上
堂
の
時
の
如
し
。

従
儀
師
は
大
阿
が
加
列
し
、
舞
楽
台
に
立
た
れ
る
の
を
見

て
気
色
を
示
す
。
従
儀
師
、
讃
頭
、
相
銭
は
対
向
し
、
諸
衆

は
行
き
な
り
に
立
ち
止
ま
る
。

承
仕
は
楽
人
に
合
図
し
、
楽
人
は
奏
楽
を
止
め
る
。

従
儀
師
は
讃
発
音
を
催
す
。
銭
三
段

（今
般
は
三
十
）

音
の
銭
四
ツ
突
き
、
互
い
に
小
揖
し
て
列
を
引
き
進
む
。

一
声
、
法
螺
三
声
、
再
び
奏
楽
を
開
始
す
る
。

帳
門
の
下
に
至
れ
ば
諸
衆
は
対
向
、
職
衆
は
後
ろ
に
下
が

り
薦
よ
り
降
り
る
。

承
仕
は
中
帳
門
を
撤
し
、
金
棒
引
、
螺
吹
、
従
儀
師
、
持 銃 反



幡
童
を
通
せ
し
め
、
十
弟
子

。
大
傘

・
従
僧
は
大
阿
に
随
い

て
進
み
、
大
阿
が
対
向
す
る
職
衆
の
間
を
通
ら
れ
る
頃
、
讃

頭
、
相
銭
は
銭
を
突
き
上
げ
、
銭
を
鏡
持
に
渡
す
。
銭
の
突

き
上
げ
を
聞
き
、
楽
人
は
奏
楽
を
止
め
る
。

預
は
帳
門
の
外
で
螺
吹
の
法
螺
、
持
幡
童
の
玉
幡
、
鏡
持

の
銑
銭
を
受
け
取
る
。
必
要
あ
れ
ば
庭
机
を
出
す
。

職
衆
は
上
萌
前
に
薦
に
上
が
っ
て
帳
門
へ
進
み
、
草
軽
を

脱
ぎ
草
履
に
履
き
替
え
て
上
蕩
前

一
行
に
な
り
、
勅
使
門
の

外
側
で
立
ち
止
ま
り
列
を
調
え
る
。

一
』
け
同
　
嘲
嘲
　
い
い
同
一
口
一
動
　
時
［

［
躊
業
　
大
阿
　
｝

｛
螂
岬
　
　
Ｈ
わ
“
〓
［
一
時
　
持
金
剛
衆
　
讃
衆
　
　
威
儀
師

｝

諸
衆
は
列
が
整
え
ば
集
会
所

へ
向
け
て
進
行
を
始
め
る
。

玄
関
前
に
至
り
、
金
棒
引

・
螺
吹

。
饒
持

。
持
幡
童
は
対
向

し
、
従
儀
師
は
集
会
所
、
十
弟
子
、
従
僧
は
大
阿
に
随
い
控

室
へ
入
る
。
職
衆
も
上
蕩
前

一
行
に
集
会
所
に
入
り
、
庭
役

は
退
下
す
る
。
威
儀
師
は
職
衆
、
従
儀
師
が
着
座
す
れ
ば
挨

拶
し
、
法
会
を
終
え
て
解
散
す
る
。

阿
／
緋
抱
服
　
柄
衣
　
表
袴
　
本
帽
子
　
桧
扇

五
鈷
　
本
装
東
念
珠

持
金
剛
衆
／
紫
素
絹
　
柄
衣
　
表
袴
　
半
帽
子
　
桧
扇

独
鈷
　
半
装
東
念
珠

讃
　
　
衆
／
紫
素
絹
　
柄
衣
　
表
袴
　
半
帽
子
　
桧
扇

半
装
束
念
珠

儀

師
／
紫
素
絹
　
紋
白
　
指
貫
　
半
帽
子
　
中
啓

半
装
東
念
珠

儀

師
／
黒
素
絹
　
紋
白
　
法
袴
　
半
帽
子
　
中
啓
　
　
　
　
４

半
装
束
念
珠
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３

仕
／
黒
素
絹
　
紋
白
　
中
啓
　
半
装
東
念
珠

棒

引
／
白
丁

吹
／
黒
素
絹
　
紋
白
　
中
啓

幡

童
／
稚
児
装
東

弟

子
／
白
抱
服
　
平
袈
裟
　
表
袴
　
桧
扇

半
装
東
念
珠

僧
／
改
良
服
　
折
五
条

傘
／
改
良
服
　
折
五
条

衣
大 体大 従 十 持 螺 金 承



法
具

・
荘
厳

集

会

所
／
席
札

（職
衆
分
）

張
文

（二
枚
）

山
水
屏
風

（
一
隻
）

新
畳
台
　
草
座

～
新
畳
台
、
草
座
の
替
わ
り
に
緋
毛
配
、

赤
座
布
団
も
可
～

据
箱
　
香
呂
箱
　
柄
香
呂
　
如
意

庭
　
　
上
／
幌
屋

（
一
張
）

曲
禄

（
一
脚
）

庭
机

全
二
脚
）

誦
経
物
　
諷
誦
文

帳
門
　
帳
幕

（三
張
）

門
柱

（六
本
）

綱

（十
米
）

平
幡

（四
流
～
八
流
）

糸
旗

（四
流
～
八
流
）

龍
頭
竿

（八
本
～
十
六
本
）

薦

（五
十
米
×
三
枚
）

伝
薦

（十
米
×
二
枚
）

金
棒

（二
本
）

法
螺

（二
口
）

玉
幡

（三
流
）

銭

（
一
双
）

鏡

含
百

）

枯

含
一本
）

草
軽

・
鼻
高

（大
阿
、
職
衆
、
威
儀
師
、

従
儀
師
分
）

道

場

外
／
誦
経
机
　
被
物
机
　
散
華
机

華
籠
覆
　
地
敷
　
華
籠
帯
　
華
籠

（職
衆
分
）

座
具

（大
阿

一
枚
、
散
華
士
二
枚
）

香
呂
箱

（唄
士
、
誦
経
導
師
用
）

柄
香
呂

（三
合
）

如
意
　
被
物

場

内
／
標
板

（大
阿
、
職
衆
分
）

新
畳
台
　
草
座

～
新
畳
台
、
草
座
の
替
わ
り
に
曲
禄
も
可
～

玉
幡
立

（二
組
）

経
机
経

ｏ
巻
物

（職
衆
分
）

碧
　
撞
木
　
曼
荼
羅

（金
胎
）

壇
／
四
面
器
　
右
脇
机
　
五
種
鈴
　
輪
法

翔
磨
　
華
瓶
　
壇
線

（胎
）

壇
敷

大
仏
供
　
色
仏
供
　
総
畠
　
一
一十
種
薬

名
香
包
　
含
香
包
　
仏
布
施



一

、

一

、

一

、

御
披
露
申
し
ま
す
。

今
般
の
大
曼
荼
羅
供
は
庭
儀
舞
楽
附
き
、
児
立
誦
経
別
行

に
て
執
行
仕
り
ま
す
。

集
会
所
の
席
は
大
阿
様
の
左
方
を
以

っ
て
上
調
と
い
た
し

ま
す
。

職
衆
は
右
手
に
扇
、
左
手
に
持
金
剛
、
念
珠
を
お
持
ち
な

さ
れ
ま
せ
。

「列
、
列
」
と
二
声
催
し
ま
す
れ
ば
、
先
ず
讃
頭
、
相
銭
、

次
に
讃
衆
、
持
金
剛
衆
と
何
れ
も
右
左
右
左
と
切
込
み
、

浅
蕩
前

一
行
に
厳
重
に
立
列
な
さ
れ
ま
せ
。

大
阿
様
別
室
よ
り
加
列
。
十
弟
子

一
蕩
据
箱
、
二
蒻
香
呂

箱
を
持
ち
、
大
阿
様
に
随

い
二
行
に
加
列
な
さ
れ
ま
せ
。

職
衆
は
玄
関
よ
り
草
履
を
着
用
、　
一
行
に
て
進
列
な
さ
れ

ま
せ
。
尤
も
道
場
正
面
よ
り
草
軽
に
履
き
替
え
な
さ
れ
、

左
右
の
筵
道
を
二
行
に
て
進
行
な
さ
れ
ま
せ
。

大
阿
様
は
讃
衆
、
持
金
剛
衆
に
続
き
、
中
筵
道
を
進
行
な

さ
れ
ま
せ
。

大
阿
様
舞
楽
台
に
什
立
な
さ
れ
る
時
、
従
儀
師
、
金
棒
引
、

螺
吹
、
讃
頭
、
相
鍼
は
対
向
、
職
衆
は
行
き
な
り
に
作
立

な
さ
れ
ま
せ
。

讃
頭
の
御
方
、
讃
を
催
し
ま
す
れ
ば
発
音
な
さ
れ
ま
せ
。

尤
も
銭
は

一
讃
唱
え
て
三
十
を
御
突
き
な
さ
れ
ま
せ
。
反

音
の
後
四
ツ
突
き
、
正
面
に
向
き
進
行
な
さ
れ
ま
せ
。

職
衆
道
場
階
下
に
至
れ
ば
讃
頭
相
鍍
合
せ
銭
、
先
ず
讃
頭

登
階
。
次
に
讃
頭
相
鍍
合
せ
銭
の
上
、
相
銭
登
階
。
次
に

讃
頭
相
銭
合
せ
銭
の
上
、讃
衆
よ
り
浅
蕩
前
二
行
に
登
階
。

尤
も
讃
衆
は
東
の
大
床
に
六
口

一
列
内
に
向
い
、
持
金
剛

衆
は
西
の
大
床
に
浅
萌
七
日
は
外
に
向
い
、
上
蘭
七
日
は

内
に
向
か
い
毛
抜
き
合
せ
に
群
立
な
さ
れ
ま
せ
。

大
阿
様
階
下
に
什
立
な
さ
れ
る
時
、
十
弟
子

一
、
一
一萌
は

持
幡
童
の
外
側
を
経
て
登
階
、
縫
わ
ず
に
入
堂
し
、
各
々

持
物
を
左
右
の
脇
机
に
置
い
て
立
ち
帰
り
、
玉
幡
を
受
け

取
り
大
壇
の
両
側
に
立
て
、
控
席
に
着
座
な
さ
れ
ま
せ
。

大
阿
様
御
入
堂
、
登
礼
盤
の
後
、
五
鈷
を
置
か
れ
る
音
を

聞
き
持
金
剛
衆
浅
萌
前
に
入
堂
、無
言
行
道
な
さ
れ
ま
せ
。

持
金
剛
衆
の
三
、
四
口
着
座
さ
れ
る
頃
、
讃
頭
相
銭
は
揚

げ
銭
三
ツ
突
き
上
げ
、
讃
衆
上
蕩
前

一
行
に
入
堂
、
直
に

着
座
な
さ
れ
ま
せ
。



職
衆
、
入
堂
、
着
座
の
後
、
大
阿
様
柄
香
呂
を
取
ら
れ
る

の
を
見
て

「総
礼
、
総
礼
」
と
二
声
催
し
ま
す
れ
ば
、
職

衆
総
礼
な
さ
れ
ま
せ
。

唄
士
の
御
方
、
磐
二
打
を
聞
き
唄
発
音
な
さ
れ
ま
せ
。
尤

も
作
法
は
振
香
呂
に
て
な
さ
れ
ま
せ
。

散
華
士
の
御
方
、
堂
童
子
よ
り
華
籠
を
受
け
取
り
先
ず
座

具
、
次
に
柄
香
呂
を
受
け
取
り
、
大
壇
の
両
側
に
て
作
法

な
さ
れ
ま
せ
。
尤
も
散
華
行
道
は
舞
楽
台
ま
で
お
進
み
な

さ
れ
ま
せ
。

対
揚
は
頭
助
と
も
に
起
居
礼
な
さ
れ
ま
せ
。
尤
も
入
句
は

「歴
代
尊
儀
　
増
進
佛
果
」
「勅
封
心
経
　
開
封
奉
賛
」
と

お
唱
え
な
さ
れ
ま
せ
。

大
阿
様
開
眼
、
表
白
に
続
き
経
題
を
三
度
揚
げ
ら
れ
る
の

を
聞
き
、
職
衆
微
音
に
経
を
読
誦
、
止
経
の
鐘
に
て
読
経

を
止
め
、経
巻
を
元
の
如
く
経
机
に
お
置
き
な
さ
れ
ま
せ
。

大
阿
様
神
分
の
後
、
啓
自
文
の
御
方
、
啓
自
文
を
お
読
み

な
さ
れ
ま
せ
。

前
讃
は
三
讃
、
銭
は
十
五
、
三
一十
、
一
一十
四
を
お
突
き
な
さ

れ
ま
せ
。

職
衆
、
普
供
養
の
金
よ
り
仏
眼
兄
、
振
鈴
よ
り
両
部
大
日

児
、　
一
字
の
金
よ
り

一
字
児
を
お
唱
え
な
さ
れ
ま
せ
。
尤

も
、
大
阿
様
の
後
鈴
に
て
児
を
お
止
め
な
さ
れ
ま
せ
。

後
讃
は
三
讃
、
銭
は
返
銭
に
て
十
二
、〓
一十
、
三
一十
九
を
お

突
き
な
さ
れ
ま
せ
。

大
阿
様
下
礼
盤
、
別
座
に
ご
着
座
の
後
、
法
具
を
調
え
了

り
ま
す
れ
ば
、
誦
経
導
師
の
御
方
、
登
礼
盤
な
さ
れ
ま
せ
。

堂
達
の
御
方
、
表
自
の
途
中
に
て
脆
座
、
威
儀
師
よ
り
諷

誦
文
を
受
け
取
り
、
景
気
の
句
の
時
、
誦
経
導
師
に
お
渡

し
な
さ
れ
ま
せ
。

被
物
士
の
御
方
、
仏
名
の
始
め
に
被
物
を
お
引
き
な
さ
れ

ま
せ
。

堂
達
の
御
方
、
仏
名
の
途
中
に
て
起
座
、
誦
経
導
師
よ
り

諷
誦
文
を
請
け
取
り
、
呪
願
士
の
前
に
進
み
、
兄
願
を
乞

う
て
後
、
誦
経
導
師
の
後
に
て
微
音
に
読
み
、
懐
中
し
て

自
席
に
お
戻
り
な
さ
れ
ま
せ
。

還
列
は
浅
萌
前
二
行
で
道
場
階
下
ま
で
進
み
、
銭
を
受
け

取
り
、
進
列
の
如
く
舞
楽
台
に
て
讃
発
音
な
さ
れ
ま
せ
。

職
衆
帳
門
に
至
れ
ば
讃
頭
の
御
方
、
銭
を
突
き
揚
げ
、
大

阿
様
を
先
頭
に
上
薦
前
に
て
草
履
に
履
き
替
え
、
集
会
所

へ
お
引
き
取
り
な
さ
れ
ま
せ
。
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閣
鯛
劉
脳
樹
鑽
額
董
董
吻
削
留
駆
覇
圏
翻
礼
綴
顆
顔
題
劉
赳
判

謹
み
敬
っ
て
真
言
教
主
摩
訂
毘
慮
遮
那
如
来
　
金
剛
胎
蔵
両

部
曼
荼
羅
諸
尊
聖
衆
　
殊
に
は
心
経
殿
に
安
置
し
奉
る
嵯
峨
天

皇
農
翰
勅
封
般
若
心
経
　
薬
師
如
来
　
本
尊
五
大
明
王
　
別
し

て
は
高
祖
弘
法
大
師
三
国
伝
灯
諸
大
阿
閣
梨
耶
　
当
山
鎮
守
五

社
明
神
　
総
じ
て
は
仏
眼
所
照

一
切
三
宝
に
帰
命
し
奉
る

愛
に
謹
ん
で
平
成
二
十
年
嵯
峨
天
皇
農
翰
勅
封
般
若
心
経
成

成
開
封
法
会
中
日
大
曼
荼
羅
供
を
厳
修
す
る
に
当
た
り
　
大
悲

胎
蔵
生
十

一
院
曼
荼
羅
　
金
剛
界

一
会
七
十
七
尊
曼
荼
羅
を
掲

げ
　
柳
か
香
華
を
設
け
て
供
養
し
奉
る
　
九
識
の
心
王
は
乗
蓮

の
相
を
示
し
　
五
智
の
法
帝
は
坐
月
の
貌
を
現
す
　
点
塵
の
身

雲
　
恒
沙
の
心
数
　
周
遍
に
囲
邊
せ
ら
れ
　
慧
剣
、
縛
を
断
じ

智
宝
、
福
を
与
う

正
に
今
　
仏
恩
を
報
じ
奉
ら
ん
が
為
　
一
一十
日
の
浄
侶
を
屈

請
じ
て
　
恭
し
く
喩
伽
の
梵
唄
を
奏
し
　
仏
徳
を
讃
嘆
し
　
法

楽
を
捧
ぐ

仏
の
恩
処
に
四
種
有
り
と
説
け
り
　
父
母
　
国
王
　
衆
生

三
宝
な
り

弘
法
大
師
曰
く

「国
王
は
則
ち
我
を
安
ん
じ
　
我
を
貴
く
す

る
の
徳
　
高
天
に
も
逮
え
た
り
」
と
述
べ
給
い
　
国
王
の
徳
は

我
ら
衆
生
を
安
ん
ず
る
の
み
な
ら
ず
貴
き
も
の
と
御
仁
慈
賜
る

恩
徳
と
示
さ
る

仰
ぎ
願
わ
く
は
嵯
峨
天
皇
は
じ
め
当
山
有
縁
歴
代
尊
儀
　
安

養
浄
土
の
蓮
台
に
遊
び
　
覚
行
円
満
に
し
て
冥
鑑
垂
れ
給
わ
ん

こ
と
を
重
ね
て
乞
う

今
上
陛
下
　
玉
憎
安
穏
　
世
子
殿
下
　
聖
憎
堅
固
　
天
長
地
久

宝
詐
無
窮

四
海
静
誰
　
万
邦
協
和
　
密
教
紹
隆
　
万
民
和
楽
　
乃
至
法
界

平
等
利
益

維
時
平
成
二
十
年
十

一
月
七
日
真
言
宗
長
者

大
本
山
大
覚
寺
門
跡

真
言
宗
大
覚
寺
派
管
長

嵯
峨
御
流
華
道
総
裁

大
僧
正
　
黒
沢
全
紹
　
敬
白



■
爛
膵
幾

職衆との集合写真

¶

十

亀

媚

諸役との集合写真
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道場 2(心経前殿大壇 ) 道場 1(′と、経前殿 )

道場 3(′と、経前殿御供物 )

勅使門前 舞楽台

集会 1(寝殿 )



集会 2 (寝反り

進列 2 進列 1

庭上作法 3
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F-r:-r r
r.p- '-r

1欠第散華 (堂内 2) 1欠第散華 (堂内 1)

ヽ



次第散華 (舞楽台 3) 次第散華 (舞楽台 2)

散華士香炉受渡 1

舞楽奉納 1 散華士香炉受渡 2

舞楽奉納 3 舞楽奉納 2



執行長啓白文

職衆読経 1

誦経導師 職衆読経2



退堂 l 人FI∫ 様1ぢ 1去

還列 |

:瓢
退堂 2

還列 3

嬌文1義自雨1実 1妙

還列 2

i量
7714
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真
言
宗
大
覚
寺
派
青
年
教
師
会
　
副
会
長

衣
巻
　
聡
明

こ
の
度
の
サ
ー
ガ
ラ
叢
書
は
、
青
年
教
師
会
結
成
二
十
周
年

記
念
特
別
号
と
い
た
し
ま
し
て
、
去
る
平
成
二
十
年
十

一
月
七

日
に
厳
修
さ
れ
ま
し
た

「勅
封
般
若
心
経
成
成
開
封
法
会
」
の

中
日
法
会

「舞
楽
附
大
曼
荼
羅
供
」
に
つ
い
て
ま
と
め
、
集
大

成
と
な
る
資
料
と
し
て
作
成
い
た
し
ま
し
た
。

大
曼
荼
羅
供
の
講
師
と
し
て
黒
沢
全
匡
僧
正
を
お
迎
え
し
、

五
会
に
亘
っ
て
ご
指
導
賜
り
ま
し
た
。
懇
切
丁
寧
な
ご
説
明
に

加
え
、
非
常
に
わ
か
り
や
す
い
資
料
を
作
っ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
お
陰
を
も

っ
て
、
こ
の
中
日
法
会
を
無
魔
成
満
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

今
回
は
そ
の
折
の
資
料
に
そ
っ
て
編
集
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
こ

の
特
別
号
が
後
進
の
方
々
の
一
助
と
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

六
十
年
に

一
度
の
法
縁
に
恵
ま
れ
、
嵯
峨
天
皇
さ
ま
の
大
御

心
に
触
れ
、
皆
様
と
共
に
こ
の
法
会
に
携
わ
ら
せ
て
い
た
だ
い

た
こ
と
に
重
ね
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
嵯
峨
天

皇
さ
ま
の
大
御
心
と
お
大
師
さ
ま
の
み
教
え
と
共
に
ご
本
山
、

宗
団
が
末
永
く
発
展
し
て
い
く
こ
と
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま

す
。

〈口

掌
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